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位置付け

本メッセージは、企業間の違い（小売⇒値札発行業者、小売⇒アパレル）、送付タイミングの違い

（事前送付、発注と同時）によりメッセージの位置付けが異なるが、どのケースも一つのメッセージで

対応できるように設計されている。

本メッセージは、 「値札印字情報そのもの」をEDIメッセージ項目として共有することにより、 EDIデータ

項目から値札印字情報項目へ変換する業務（システム）負荷を削減することを目的としている。

但し、現状業務（システム仕様）担保の観点から「EDI上の各項目から印字変換して利用する場合

（従来型） 」にも対応している。

 メリット
 ● EDIデータ項目から値札印字情報項目へ変換する業務（システム）負荷軽減

  ●値札台紙の標準化を継続検討することで、業務（システム）負荷のさらなる軽減

 が見込まれる（期待効果）

１. 値札メッセージ
（１）値札メッセージの説明 １）メッセージ策定方針
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現
状

今
後

≪EDI上メッセージ項目≫ ≪印字情報≫≪データ変換≫

≪EDI上メッセージ項目≫ ≪印字情報≫

変換加工なし

①EDI上の各項目から印字変換して利用する場合（従来型）

②印字情報そのものをEDI項目としてセットする場合（推奨セット方法）

00 無指定

01 よりどり２点

02 よりどり３点

03 上下組み

項目名 セット内容

バンドル区分  02

（印字内容については

相対で取り決め）

よりどり３点

項目名 セット内容

バンドル情報 よりどり３点 よりどり３点

１．値札メッセージ
（１）値札メッセージの説明 ２）目的

値札に印字する情報を印字イメージのまま値札メッセージにセットすることで、小売企業、アパ
レル企業双方の業務の改善を図る。

従来の値札メッセージでは個別のメッセージにより受け渡し、値札発行側で印字内容への変換を行って
いた。
標準値札メッセージでは印字イメージをそのまま受け渡すことを推奨とし、変換加工を行わずに値札を
発行できることを目指していく。

①コードによる変換に伴う負荷の軽減
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現
状

今
後

≪EDI上メッセージ項目≫ ≪印字情報≫

≪EDI上メッセージ項目≫ ≪印字情報≫

①EDI上の各項目から印字変換して利用する場合（従来型）

②印字情報そのものをEDI項目としてセットする場合（推奨セット方法）

項目名 セット内容

分類 ００１

売り場コード ２０

棚番 ０１

００１－２０－０１

小売側のメリット

アパレル側のメリット

値札印字内容の変更時に、送付する印字情報を変更するだけで対応可能となる。値札発行業者／アパレ
ル各社への発行マニュアル訂正や再テストなどの変更対応の負荷軽減が期待できる。

印字情報そのものをEDI項目としてセットすることによるメリット

印字変換を行う必要がないため、変換作業、小売毎の個別対応プログラムが不要となる。

１．値札メッセージ
（１）値札メッセージの説明 ２）目的

項目名 セット内容

印字情報 ００１ー２０－０１
００１－２０－０１

組み合わせて印字する

そのまま印字する

前項と同様、値札に印字する情報を印字イメージのまま値札メッセージにセットすることで、複
数項目を組み合わせて印字する負荷を軽減する。

②組み合わせ印字に伴う負荷の軽減
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値札送付
値札メッセージ

①小売（又はアパレル）から
値札発行業者に値札の発行
依頼を行う場合

②小売からアパレル（商品
発注先、取引先）に発行依
頼を行う場合

値札付け

値札付け

値札発行

値札

値札メッセージは以下の値札発行業務（対象プレーヤー）を対象とする。

①小売（又はアパレル）が値札発行業者に発行依頼を行う

値札発行

値札メッセージ

※アパレルが値札発行業者に発行を依頼する場合、値札発行依頼者が「アパレル」となる。

値札

上記、値札発行業務（対象プレーヤー間）に対し１つのメッセージで対応可能なものとする。

※値札メッセージは値札の発行依頼を行う当事者間で利用する。

②小売がアパレル（商品発注先、取引先）に発行依頼を行う

≪アパレル≫≪値札発行業者≫≪値札発行依頼者≫

１．値札メッセージ
（１）値札メッセージの説明 ３）値札メッセージの適用範囲

①対象となる登場人物／業務
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値札メッセージ送付タイミングは以下の２つの場合に分かれる。

①発注データと同時に送信する場合は発注情報と発注した商品に係る値札の発行依頼
との紐付けが可能となる。

②事前送信する場合又は値札印字情報項目のみの共有（数量指定なし）の場合
は発注情報と紐付けない。

値札商談／値札印字内容決定 値札印字情報共有
値札データ受領

≪値札発行依頼者（小売）≫ ≪値札発行者（値札発行業者・アパレル）≫

②事前送信する場合又は値札印字情報項目のみの共有（数量指定なし）の場合

値札商談／値札印字内容決定
値札発行依頼※１
（数量指定含む）

値札データ受領

※１値札発行業者おける事前発行等の場合

値札データ受領
登録

発注データ受領

値札

発注発注商品決定

値札データ
送付

発注
（初回発注）

①発注データと同時に送信する場合

≪値札発行者（値札発行業者・アパレル）≫≪値札発行依頼者（小売）≫

※印字項目が変更された場合は、値札メッセージを再送付することを基本とする。

②対象となるプロセス

１．値札メッセージ
（１）値札メッセージの説明 ３）値札メッセージの適用範囲
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１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 １）企業識別 登場人物の相関関係

値札メッセージ上の登場人物は「発行依頼者」、「発行者」、「値札納入先」の３者で定義する。
「発行者」、「値札納入先」はそれぞれ事業所や場所などを識別するための下位構造を持つ。

値札メッセージ発行上の日付項目として「値札作成依頼日」、「値札納入日」を定義する。「値
札作成依頼日」は発行依頼企業が値札の発行を依頼する日付を表す。「値札納入日」は値札
納入先に値札が受け渡される日付を表す。

②日付関連の相関関係

①登場人物の相関関係

値札メッセージの「企業識別／登場人物」の相関関係は以下の通り定義されている。
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１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ２）企業識別の登録方法

小売企業

タグつけ場所

発行依頼者

発行場所

値札発行拠点

値札発行業者

発行者

アパレル企業

値札納入先

値札

値札メッセージ

値札作成依頼日：９／１０ 値札納入日：９／１２

【発行形態による登場人物および日付項目の相関関係】

アパレル企業によ

る発行の場合

アパレル企業

タグつけ場所

値札発行業者に

よる発行の場合

アパレル企業

タグつけ場所

値札メッセージに

おける企業識別

の定義

1つの「値札納入

先コード」＋「値札

納入先枝番」の中

で、明細データの

括りを分ける場合

に使用する。

値札発行形態

小売企業

（発注者）

アパレル企

業

（取引先）

アパレル企業の

値札発行拠点

アパレル企業

（取引先）

小売企業

（発注者）

値札

発行業者

値札発行業者の

発行拠点

アパレル企業

（取引先）

値札の発行を

依頼する企業

を表す。

値札を発行

する企業を

表す。

１つの発行者コー

ドの中で、値札発

行依頼内容の括り

を分ける場合に使

用する。

発行した値札を納入す

る企業を示す。1つの

値札納入先コードの中

で、さらに詳細に分け

る場合には、「値札納

入先枝番」を使用する。

発行依頼者 発行者 発行場所 値札納入先 値札納入場所

－－－

９／１２

値札納入場所に

値札を納入する

日付を現す。

値札納入日値札作成依頼日

９／１０

９／１０

発行依頼者が値札

作成を依頼する日

値札メッセージの「企業識別／登場人物」の相関関係および項目セットイメージを以下に示す。
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１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ３）発行指図

「値札様式」により値札を印字する際の値札台紙（形状、大きさ、下札／貼札）、
値札用途（プロパー／セール）及び印字レイアウトを指定する。

「値札用途」により、値札のプロパー札、セール札などの用途を指定する。プロパー札、セール札があらか
じめコードリスト化されているが、その他の用途が存在する場合は当事者間の合意の下、事前に利用す
るコードを取り決める。
「値札台紙」により、値札の台紙を指定する。当事者間の合意の下、事前に利用するコードを取り決める。
将来の値札台紙標準化を見据え、コードリストに予約番号を設けている。
「値札レイアウト」により、値札の印字レイアウトを指定する。同一用途、同一台紙の値札で、
さらに複数レイアウトが存在する場合（台紙と用紙の指定により印字レイアウトが決まらない 等）は
この項目で値札のレイアウトを指定する。

【値札様式の指定】

ＪＩＳ１１号

（下札）
印字パターン１ プロパー 通常印字パターン

ＪＩＳ１２号

（下札）
印字パターン２ セール セールパターン１

ＪＩＳ１２号

（下札）
印字パターン３ セール セールパターン２

ＳＡＬＥ

～お買得品～

値札台紙

印字パターン

値札用途 値札レイアウト

印字例
値札台紙を指定

プロパー／セールを

指定

同一台紙、用途で複数印

字レイアウトが存在する

場合に印字レイアウトを

指定。（相対で取決め）

①値札様式の指定



© 2025 Supply Chain Standards Management & Promotion Council , All rights reserved 12

１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ３）発行指図

「発行方法」により値札の発行者および、値札受渡の方法を指定する。

「発行者区分」は値札をアパレル企業により発行するか、値札発行業者により発行するかを表す。

「値札受渡方法」は発行者／値札納入先間で値札を受け渡す方法を指定する。

②発行方法の指定
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印刷内容

印刷内容（バーコード）
印刷内容（バーコード）

１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ４）印刷内容

値札に印刷する内容を表す項目として、印刷内容（商品）、印刷内容（価格）、
印刷内容（自由使用）などの項目群が存在する。値札に印刷する情報はこれらの項目にセットする。

値札に印刷する情報の内、商品を表す情報は「印刷内容（商品）」に含まれる該当項目で表現する。
商品のカラーを示す情報は「印刷内容（カラー）」に含まれる該当項目で表現する。
商品のサイズを示す情報は「印刷内容（サイズ）」に含まれる該当項目で表現する。
商品の価格は「印刷内容（価格）」に含まれる該当項目で表現する。
商品の販売形態を示す情報は「印字内容（バンドル形態）」に含まれる該当項目で表現する。
バーコードとして印刷する情報は「印字内容（バーコード）」に含まれる該当項目で表現する。
これらの印刷内容欄にセットできない固有の項目は、繰り返し項目である「印字情報」欄で表現する。

印刷内容（商品）

印刷内容（カラー）

印刷内容（サイズ）

印刷内容（価格）

印刷内容（バンドル形態）

印刷内容（バーコード）

印刷内容（バーコード）
印刷内容（バーコード）

印刷内容（印字情報）

印刷内容（商品）

印刷内容（カラー）

値札に印刷する商品サイズをセットする。

値札に印刷する商品の販売価格をセットする。

値札にする商品のバンドル形態をセットする。

値札に印刷する商品の情報をセットする。商品名、商品コードなど。

値札に印刷する商品カラーをセットする。

値札に印刷するバーコードの情報をセットする。
繰り返し項目。

値札に印刷する情報の内、上記の情報にセットできない情報項目をセットする。
繰り返し項目。

①印刷内容の構造
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１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ４）印刷内容

値札に印刷する商品の情報を表現する項目。メーカーコード（印刷用）、
商品コード（印刷用）、商品名（印刷用）の３項目で構成される。

値札に印刷する商品の情報をセットする。

値札に印刷する際の文字列に編集を行ったうえでセットすることを推奨する。

セット内容項目名

２２－３３３
メーカーコード

（印刷用） ４９ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ
印刷内容

（商品）

商品コード

（印刷用）
４９ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

商品名

（印刷用）
流通BMS靴下

２２－３３３

流通BMS靴下

②商品



© 2025 Supply Chain Standards Management & Promotion Council , All rights reserved 15

１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ４）印刷内容

値札に印刷する商品のカラー／サイズを表現する項目。それぞれカラーコード（印刷用）、
カラー名（印刷用）、サイズコード（印刷用）、サイズ名（印刷用）で構成される。

値札に印刷する商品のカラー及びサイズ情報を、印刷文字列のままセットすることを推奨する。
印刷文字列としてカラー／サイズをセットできない場合などはコードを利用する。

印字内容は事前に相対で取り決める

０１ ２２～２４

０２ ２５～２６

a) 印刷文字列のままカラー／サイズをセットする。

セット内容項目名

―――
カラーコード

（印刷用）印刷内容

（カラー） カラー名

（印刷用）
ライトグレー

サイズコード

（印刷用）
―――

印刷内容

（サイズ） サイズ名

（印刷用）
ＬＬ

４９ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

２２－３３３

ＬＬ ライトグレー

b) カラーコードやサイズコードを利用し、印字時に変換を行う。

セット内容項目名

００２
カラーコード

（印刷用）
印刷内容

（カラー）
カラー名（印刷用） ―――

サイズコード

（印刷用）
０２印刷内容

（サイズ）
サイズ名（印刷用） ―――

０３ ２７～２８

印字内容は事前に相対で取り決める

００１ 白

００２ ライトグレー

００３ 黒

４９ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

２２－３３３

２５～２６

ライトグレー

発行依頼者／発行者間で事前に取り決め
た規約に従い、カラー／サイズ（印字用）の
値から変換印字する。

③カラー／サイズ
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１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ４）印刷内容

値札に印字する商品を表現する項目。「価格①」は商品の販売価格を表す。セール時の消し
札元価格など、値札に商品の販売価格以外の価格を印字する場合には「価格②」を利用する。

価格表示

区分
値札発行形態

価格①

（税込）

価格①

（税抜）

価格②

（税込）

価格②

（税抜）

０１

製品の販売価格を

税込価格のみで

印刷する場合

５２５０ ――― ――― ―――

【印字内容（価格）のセット例】

価格②

（税抜）

－－－

（税込） ¥ 5,250

０２

製品の販売価格を

税込価格と税抜き価格で

併記する場合

５２５０ ５０００ ――― ――― －－－

（税込） ¥ 5,250（税込） ¥ 5,250

（本体） ¥ 5,000

０３
製品の販売価格と

値下前価格を併記する場合
３１５０ ――― ５２５０ ――― －－－

（税込） ¥ 5,250値下価格 ¥ 3,150

¥ 5,250

④価格
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１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ４）印刷内容

値札上に「よりどり３品」、「３足組み」などの商品の販売形態に関する情報を印刷する場合、
「印刷内容（バンドル形態）」にて印字情報を表現する。

販売形態に関する情報を入力する項目として、「印刷内容（バンドル形態）」を利用する。
値札メッセージでは印字情報をそのまま入力することを目指す。そのため、値札上に印字する表記をそのまま
「バンドル名称（印刷用）」にセットすることを推奨する。
印字項目をそのまま値札メッセージにセットすることが出来ない場合、「バンドルコード（印刷用）」に印字方法を
現すコードをセットする。値札発行者は「バンドルコード（印刷用）」にセットされた値を参照し、印字内容を判断
する。
印字情報をそのままセットするか、コードをセットするかは発行依頼者と発行者が双方合意の上で取り決める。
コードセットする場合に、コードと印字内容の関係は発行依頼者と発行者が双方合意の上で取り決める。

セット内容項目名

―――
バンドルコード

（印刷用）

よりどり２点

よりどり３点

印字内容は事前に相対で
取り決める

01

02

03

よりどり２点

よりどり３点

上下組み

バンドル情報にセットされた
文字列をそのまま印字する。

発行依頼者／発行者間で事
前に取り決めた規約に従い、
バンドル情報の値から変換
印字する。

a) 原則は印字内容をそのまま値札メッセージにセットする

b) 印字内容をそのまま値札メッセージにセットできない場合、バンドルコードに事前に取り決めたコードをセットする

印刷内容

（バンドル

形態）
バンドル名称

（印刷用）
よりどり２点

セット内容項目名

０２
バンドルコード

（印刷用）
印刷内容

（バンドル

形態）
バンドル名称

（印刷用）
―――

⑤バンドルコード／バンドル名称
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１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ４）印刷内容

発行依頼者はバーコードとして印字する情報を「バーコード情報」にセットする。発行者は
「バーコード情報」から値を取得し、値札上に印字する。

バーコード項目は繰り返し項目として定義し、複数の印字情報をセットすることが出来る。
発行者はバーコード情報にセットされた値をそのままバーコード化して印字する。
発行依頼者は従来の値札メッセージで複数項目を複合してバーコード化する場合なども、あらかじめ複合
してバーコード元情報にした状態でバーコード情報にセットすることを推奨とする。
発行依頼者側であらかじめバーコード元情報をセットすることが出来ず、発行者側で項目の加工を行う場
合は後述する「印字情報」欄を利用する。その場合の項目加工方法は事前に発行依頼者／発行者間で
取り決める。

バーコード情報バーコードＮｏ．

商品コード （49xxxxxxxxxxx）01

中分類＋品番＋ＳＫＵコード02

バーコード

印字内容印字No.

仕入区分）01

短縮ＳＫＵコード02 仕入区分
＋

短縮SKU

印字情報

バーコード情報（チェックデジット
含む）にセットされた値をそのま
まバーコード印字する。

組合せ、変換などの加工を要す
る場合は自由使用欄を利用する。

項目加工の仕様は事前に
発行依頼者／発行者間で
取り決める。

原則は印字内容をそのまま値札メッセージにセットする

ただし、現状担保の観点から当事者間の取り決めによる組合せ印字も考慮する。

⑥バーコードＮｏ．／バーコード情報
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印字内容は事前に
相対で取り決める

00 印字無し

01 ￠

１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ４）印刷内容

当事者間の相対による取り決めの下で値札に印字するための情報を受け渡すための項目。
値札に印字する情報を印字イメージのままセットすることを前提とする。また現状担保の観点
から事前に取り決めたコードをセットすることも考慮する。

値札に印字する項目は多様な仕様が存在している。そのため、現状を担保することと発行者側の変換の
負荷を削減するため、項目の意味を定義していない印字情報項目を設けた。
印字位置は発行依頼者／発行者間が事前に相対で取決めを行う。
発行依頼者側のマニュアル改版の負荷や発行者側の印字変換の負荷を削減するため、極力印字内容を
そのままセットする。
現状担保の為、印字に際しての項目変換を行う場合も存在する。

印字内容印字Ｎｏ．

０００－１１01

＃０１０１02

０００－１１

印字情報

印字内容をそのままセットすることを推奨とする。

ただし、現状担保の観点から当事者間で取り決めたコード
をセットすることも考慮する。
また、禁則文字を印字する場合も同様に扱う。

印字位置、印字書式は当事者間で事前に取決めを行う。

２２００００１００００１７03

（税込価格）04

＃０１０１

２２００００１００００１７

￥５，２５０（税込価格）

・
・
・

０１05

￠

⑦印字Ｎｏ．／印字内容
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１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ４）印刷内容

①印字情報項目の桁数
印字内容項目の桁数は、フォーマット上30～50桁を上限値として定められているが、現実的に値札
上に印字できる桁数では無い。そのため、下記の点について小売‐アパレル（値札発行業者）間で
事前に相対で確認しておく必要がある。

印刷用項目の桁数調整
値札印字に使用する項目の上限桁数および上限桁数を超えたデータの対応方法
（例えば、後ろを切り捨てて印字するなど）

②印字情報項目の属性（英数字、半角／全角）
印字内容項目の属性は、英数字や半角／全角いずれについても対応できる形式で設定されており、
半角／全角の文字が混在して入力することも可能となっている。
しかし値札発行機によっては、全角文字と半角文字が混在する場合正しく印字が行なえないフォントが
存在する。また、同じ桁数でも半角文字のみの場合と全角文字のみの場合では、値札上の印字長が
大きく異なる。
そのため、以下の点について運用開始前に小売－アパレル（値札発行業者）間で事前に相対で確認／
調整を行なっておく必要がある。

全角/半角の使用確認
項目毎に相対間で①全角文字のみ②半角文字のみ③全角半角混在を確認し、確認内容に沿って値札を設
定する。

【補足】「印字情報項目」使用時の注意点
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20 システム スケジュール テスト日程

　　※別紙でも可 平行期間

本番日（メッセージ種別初回データ発生日）

テスト方法

21 情報処理料 □ 無 □ 有　　（料金体系：　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

22 その他 現状（既存手順）運用との相違点 運用面の変更内容 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※オプション

１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ４）印刷内容

項目名 例)
メーカーコード（印刷用） MAX30 最大60byte
商品コード（印刷用） MAX30 最大60byte
商品名（印刷用） MAX30 最大60byte
カラー（印刷用） MAX30 最大60byte アイボ
サイズ（印刷用） MAX30 最大60byte LL
バンドル情報 MAX50 最大100byte

桁数
０００－１１ ＃０１０１

２２００００１００００１７

￥５，２５０（税込価格）

アイボ ＬＬ

<代表的な印刷用項目と桁数>
例)相対間で、

項目 [ カラー(印刷用) ] は
・最大3桁
・全て全角
と定義しておく

(データ上は30桁まで設定可能)

全角文字が入る可能性が有るTEXT項目について、
桁数をbyte定義する場合(データをＤＢに格納する場合等)
は最大桁数の2倍を確保しておく

値札メッセージを使用する際には、実際に利用する印刷桁数および桁数オーバー時の対応方法、

また全角、半角の使用の有無を事前に相対で確認する。

これらの内容は「共通確認シート」に設けられた項目を記載する。

改廃用情報 作成者名／作成日付

　　　新規　　　　・　　　　移行　　　　・　　　　変更

　 　　　廃止　　　　・　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①共通確認シート

NO 分類 項目 確認内容

1 対象メッセージ 対象商品カテゴリ （　　　　　　　　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 適用業務（メッセージ種） □ 発注 □ 出荷伝票 □ 出荷梱包（有） □ 出荷梱包（無） □ 受領 □ 返品

□ 請求 □ 支払 □ 値札 □ 集計表作成データ □ その他（　　　　　　　　　　　　）

3 対象業務フロー □ 添付ファイル有り ※システムの範囲がわかる業務フロー、データフロー

4 対象となるデータ □ 定番 □ 特売 □ 新店 □ 不定貫商品 □ その他

5 対象となる取引先コード （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ※複数ある場合は別紙

6 対象となる部門 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ※複数ある場合は別紙 取引先コードとの組合せ表の作成

　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

【共通確認シート】

※共通確認シート 「その他 ※オプション」部分に、
値札印字に使用する桁数などを記載し、
小売－卸双方で確認する

（中略）

【補足】印字情報項目の使用桁数／半角・全角の混在について



© 2025 Supply Chain Standards Management & Promotion Council , All rights reserved 22

491234567890ｘ

商品コード

499876543210ｘ

491234567890ｘ

499876543210ｘ

１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ５）発注情報との紐付け

値札メッセージには発注メッセージとの紐付けの為、取引番号（発注・返品）及び取引明細番
号を保有する。発注紐付けを行う場合、値札の『発行依頼明細』以下の情報が
取引番号単位に分割された情報となる。

発注メッセージとの紐付けを行う場合、紐付け情報として取引番号及び取引明細番号を用いる。
値札メッセージは発注情報の伝票／明細毎に明細行が分割される。

値札台紙発行依頼番号 値札用途
発行依頼

明細番号

発行依頼明細

ＪＩＳ１１号

００００００１

プロパー

０００１ ３０

【値札メッセージの構成】

・・・

・・・

値札

発行数量

発行依頼情報

・・・

・・・

発注商品情報

０００００１１

取引番号

（発注・返品）

００１

取引明細

番号

０００２ ６０ ・・・ ０００００１１ ００２

２２００１

商品コード

（印字用）

２２００２

【発注上の構成（伝票例）】

ＪＩＳ１１号 プロパー

０００３ ２０

・・・

・・・ ０００００２２ ００１

０００４ ４０ ・・・ ０００００２２ ００２

２２００１

２２００２

チェーンストア統一伝票（タイプ用１型）

仕 入 伝 票 ①
社名：○○ストアー
店名：△△店

００１ カットソー 491234567890ｘ ・・・・・ ３０枚 ・・・・・・

００２ ジャケット 499876543210ｘ ・・・・・ ６０枚 ・・・・・・

チェーンストア統一伝票（タイプ用１型）

仕 入 伝 票 ①
社名：○○ストアー
店名：□□店

００１ カットソー 491234567890ｘ ・・・・・ ２０枚 ・・・・・・

００２ ジャケット 499876543210ｘ ・・・・・ ４０枚 ・・・・・・

伝票番号
０００００２２

伝票番号
０００００１１

①発注と紐付ける場合
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１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ５）発注情報との紐付け

値札の印字数量は、アパレル側で出荷（発注）データと突き合わせて決定する。これは、欠品
が発生する場合は発注数量どおりの枚数にはならない場合があるためである。

発注

値札印字データ

受注

発注メッセージ

値札メッセージ

出荷検品

値札

出荷

出荷データ

※実際の出荷数量と
突合せ、値札発行

値札付け

納品

値札印字データ

アパレル小売

在庫確認／引当

【補足】発注と紐付ける場合の注意点（１／２）
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１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ５）発注情報との紐付け

発注メッセージと同時に値札メッセージを作成する場合は、両メッセージの突合せキーを事前
に相対で確認しておく必要がある。小売側で使用する項目を明記し、
相対間で調整する。アパレル側で必要に応じて集計作業を実施する。

印刷内容（バーコード）
印刷内容（バーコード）

印刷内容（バーコード）

印刷内容（バーコード）
印刷内容（バーコード）

印刷内容（印字情報）

印刷内容（商品・カラー・サイズ・
価格・バンドル形態）

発注商品情報
（取引番号・取引明細番号）

売単価

<商品分類><商品>
(商品コード 等)

値札様式(値札台紙・値札用途）

発行数量

補助的な
意味合いでセット

発注データと突き合わ
せるキーとして設定

印
字
の
た
め
の
情
報

発
注
と
の
紐
付
け

の
た
め
の
情
報

出荷データとの突合せキーとして、
取引番号、取引明細番号をセットする。
また、発注メッセージで指定された商品と
発行する値札の対象となる商品を特定
するための情報をセットする。

補助的な
意味合いでセット

出荷データから
出荷数量を抽出

（算出）

下記キーで
実際の出荷数量
で置換え(印字)

アパレル側の処理

【商品を特定するために有効な項目】
※各項目は値札メッセージの「発注商品情報」と

して定義（オプション項目）
・伝票上の売価
・値札種
・商品コード
・サイズコード
・カラーコード

【補足】発注と紐付ける場合の注意点（２／２）
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491234567890ｘ

商品コード

499876543210ｘ

１．値札メッセージ
（２）メッセージ項目セットの方法 ５）発注情報との紐付け

発注紐付けを行わない場合は、値札メッセージに入力された数量分の発行依頼となる。

発注メッセージとの紐付けを行わない場合、発注紐付け用の項目は利用しない。
この場合、値札メッセージは発行値札毎に集約された明細を持つメッセージとなる。

値札台紙発行依頼番号 値札用途
発行依頼

明細番号

発行依頼明細

ＪＩＳ１１号００００００１ プロパー

０００１ ５０

【値札メッセージの構成】

・・・

・・・

値札

発行数量

発行依頼情報

・・・

・・・

発注商品情報

－－－

取引番号

（発注・返品）

－－－

取引明細

番号

０００２ １００ ・・・ －－－ －－－

２２００１

商品コード

（印字用）

２２００２

【発注上の構成（伝票例）】

チェーンストア統一伝票（タイプ用１型）

仕 入 伝 票 ①
社名：○○ストアー
店名：△△店

００１ カットソー ２２００１ ・・・・・・・・ ３０枚 ・・・・・・・・・・・

００２ ジャケット ２２００２ ・・・・・・・・ ６０枚 ・・・・・・・・・・・

チェーンストア統一伝票（タイプ用１型）

仕 入 伝 票 ①
社名：○○ストアー
店名：□□店

００１ カットソー ２２００１ ・・・・・・・・・ ２０枚 ・・・・・・・・・・

００２ ジャケット ２２００２ ・・・・・・・・・ ４０枚 ・・・・・・・・・・

伝票番号
００００００２２

伝票番号
００００００１１

②発注と紐付けない場合
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＜値札発行依頼情報＞
発行依頼番号 ： ５５５５
値札台紙 ： ＪＩＳ１０号

＜値札印字内容＞
発行数量 ： １００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： １０００
商品コード（印刷用） ： １１１１

 ＜値札印字内容＞
発行数量 ： ２００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： ２０００
商品コード（印刷用） ： ２２２２

 ・・・・

値札メッセージにおける項目の繰返しについて、一部例を示す。

【例１：１種類の値札で複数商品の印字を依頼する場合】

1111
¥1,000

2222
¥2,000

×100枚 ×200枚

同じ値札台紙で異
なる印字内容の値
札を発行する場合
は<値札印字内容>
階層を繰り返す。

JIS10号 JIS10号

＜値札発行依頼情報＞
発行依頼番号 ： ５５５５
値札台紙 ： ＪＩＳ１０号

＜値札印字内容＞
発行数量 ： １００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： １０００
商品コード（印刷用） ： １１１１
取引番号 ： ００１
取引明細番号 ： ０１

 ＜値札印字内容＞
発行数量 ： １００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： １０００
商品コード（印刷用） ： １１１１
取引番号 ： ００２
取引明細番号 ： ０１

 ・・・・

1111
¥1,000

×200枚

同じ値札台紙で異なる取引内
容の値札を発行する場合は<値
札印字内容>階層を繰り返す。

JIS10号

【例２：発注データと紐付けされた場合】

１．値札メッセージ
（３）メッセージ構造 １）メッセージ構造

①構造サンプル１
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＜値札発行依頼情報＞
発行依頼番号 ： ６６６６
値札台紙 ： ＪＩＳ１０号

＜値札印字内容＞
発行数量 ： １００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： １０００
商品コード（印刷用） ： １１１１

＜値札発行依頼情報＞
発行依頼番号 ： ７７７７
値札種類 ： 値下シール

＜値札印字内容＞
発行数量 ： １００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： ８００
商品コード（印刷用） ： １１１１

 ・・・・

【例３：２種類の値札で１商品の印字を依頼する場合】

1111
¥1,000

×100枚
×100枚

同一商品に対し下
げ札、貼札を発行
する場合、<値札発
行依頼情報>階層
を繰り返す。

JIS10号 値下シール

1111
¥800

＜値札発行依頼情報＞
発行依頼番号 ： ６６６６
値札台紙 ： ＪＩＳ１０号

＜値札印字内容＞
発行数量 ： １００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： １０００
商品コード（印刷用） ： １１１１

＜値札印字内容＞
発行数量 ： ２００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： ２０００
商品コード（印刷用） ： ２２２２

＜値札発行依頼情報＞
発行依頼番号 ： ７７７７
値札台紙 ： 値下シール

＜値札印字内容＞
発行数量 ： １００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： ８００
商品コード（印刷用） ： １１１１

＜値札印字内容＞
発行数量 ： ２００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： １６００
商品コード（印刷用） ： ２２２２

 ・・・・

【例４：２種類の値札で複数商品の印字を依頼する場合】

2222
¥2,000

×200枚

×200枚

複数商品に対し下
げ札、貼札を発行
する場合、<値札発
行依頼情報>階層
を繰り返し、更に<
値札印字内容>を
繰り返す。

JIS10号

値下シール

2222
¥1,600

1111
¥1,000

×100枚

×100枚

JIS10号

値下シール

1111
¥800

１．値札メッセージ
（３）メッセージ構造 １）メッセージ構造

②構造サンプル２
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＜値札発行依頼情報＞
発行依頼番号 ： ８８８８
値札台紙 ： ＪＩＳ１０号

＜値札印字内容＞
発行数量 ： １００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： １０００
商品コード（印刷用） ： １１１１

＜値札発行依頼情報＞
発行依頼番号 ： ９９９９
値札台紙 ： ＪＩＳ１１号

＜値札印字内容＞
発行数量 ： ２００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： １０００
商品コード（印刷用） ： １１１１

 ・・・・

【例５：２種類の値札でそれぞれ１商品の

  印字を依頼する場合】

異なる値札台紙の
値札を発行する場
合、<値札発行依
頼情報>階層を繰り
返す。

1111
¥1,000

1111
¥1,000

×100枚 ×200枚

JIS10号 JIS11号

＜値札発行依頼情報＞
発行依頼番号 ： ８８８８
値札台紙 ： ＪＩＳ１０号

＜値札印字内容＞
発行数量 ： １００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： １０００
商品コード（印刷用） ： １１１１

＜値札印字内容＞
発行数量 ： ２００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： ２０００
商品コード（印刷用） ： ２２２２

＜値札発行依頼情報＞
発行依頼番号 ： ９９９９
値札種類 ： ＪＩＳ１１号

＜値札印字内容＞
発行数量 ： ３００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： １０００
商品コード（印刷用） ： １１１１

＜値札印字内容＞
発行数量 ： ４００
価格表示区分 ： ０１
標準価格（税込） ： ２０００
商品コード（印刷用） ： ２２２２

 ・・・・

【例６：２種類の値札でそれぞれ複数商品の

  印字を依頼する場合】

異なる値札台紙の
値札を複数商品分
発行する場合、<値
札発行依頼情報>
階層を繰り返し、更
に<値札印字内容>
を繰り返す。

2222
¥2,000

2222
¥2,000

×200枚

×400枚

JIS10号

JIS11号

1111
¥1,000

×100枚

JIS10号

1111
¥1,000

×300枚

JIS11号

１．値札メッセージ
（３）メッセージ構造 １）メッセージ構造

③構造サンプル３
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１．値札メッセージ
【補足】値札メッセージ利用上の注意事項（禁則文字の利用について）

流通ビジネスメッセージ標準では、技術的な観点から原則使用しないことに規定された
禁則文字が存在する。これらの禁則文字を値札上に印字する必要がある場合、値札メッセージ上
に印字内容をセットすることが出来ない。
しかし値札メッセージには、ほぼ100%禁則文字が使用されるので、禁則文字をどのように
セットするか事前に相対で確認しておく必要がある。

禁則文字の一覧 （禁則文字に関する詳細はＸＭＬテクニカルガイドを参照）

記号 日本語通用名称

～ 波ダッシュ（全角） WAVE DASH

∥ 双柱（全角） DOUBLE VERTICAL LINE

－ 負記号、減算記号（全角） MINUS SIGN

￠ セント記号（全角） CENT SIGN

￡ ポンド記号（全角） POUND SIGN

￢ 否定（全角） NOT SIGN

― EMダッシュ EM DASH
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禁則文字の対応について（項目セットと印字方法）

１．値札メッセージ
【補足】値札メッセージ利用上の注意事項（禁則文字の利用について）

事前に取り決めたコードをセットし、印字時に変換して印字を行う。
コードと印字内容の関係は発行依頼者と発行者が双方合意の上で取り決める。

セット内容項目名

０１

（相対で取決め）

サイズコード

（印字用）

２２ ～ ２４

印字内容は事前に
相対で取り決める

０１ ２２～２４

０２ ２５～２７

発行依頼者／発行者間で事前に
取り決めた規約に従い、サイズ
（印字用）の値から変換印字する。

事前に取り決めたコードをメッセージにセットする

対応方法② コードリストの利用

対応方法① 全て半角文字で対応 （推奨）

H19年共同実証においては、A.全て半角で対応、B.禁則文字のみ半角で対応、C.禁則文字をそのまま使用
などの方法が採られたが、共同検討の結果からは『A.メッセージにすべて半角文字を入力して対応する』が
推奨される。

全て半角文字で対応 （例：サイズ名称 22-24cm）
①フォントサイズの調整して印字  … 22-24cm
②半角文字を全角に変換して印字  … ２２－２４ｃｍ
※②の方法を採る場合、値札発行機側で対応するか印字発行プログラムで対応するか確認が必要



商品提案メッセージ

仮伝、本伝
運用あり

取引先
（産地／仲卸業者／卸売業者）

集計表作成データ（出荷）

集計表作成データ（受領）

商品提案メッセージ

発注予定メッセージ

集計表作成データ（発注）

発注メッセージ

受領メッセージ

返品メッセージ

請求メッセージ

支払メッセージ

消込消込

支払支払

事故調整

買掛

商談
週間値決め

商品ﾏｽﾀ登録

発注

分 荷

出 荷

返品

商談
週間値決め

商品ﾏｽﾀ登録

受領

事故調整

売掛

請求請求

消込消込

返品受領

分 荷
出 荷

小売業

出荷メッセージ

（生鮮納品プロセス）
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位置付け

生鮮商品など頻繁に商品内容や価格・納品可能数量が変動する商品において、正確な発注を行うため、

 小売・卸間で商品情報・価格情報・納品可能数量をＥＤＩデータでの交換を可能とするメッセージ。

卸側より商品カタログとしての提案をＥＤＩデータでの交換を可能とするメッセージ。

 メリット
 ● 商品違いや価格・数量違いを無くし、発注精度を向上させる事ができる。

留意点

２．商品提案メッセージについて
（１）商品提案メッセージの説明 １）メッセージ策定方針

本メッセージは、商品提案（カタログ）、商品提案（商品マスタ）、商品提案（価格提案）の３メッセージで

構成されており、どのメッセージを使用したプロセスで行うかは、小売・卸間で合意の上で行う事とする。

商品コード（発注用）については、小売・卸間で取り決めにより行う事とする。
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２．商品提案メッセージについて
（２）商品提案メッセージのビジネスプロセス

3333

小売業 卸・メーカー

発注 受注発注

出荷以降は他プロセスと同様

商品提案

販売計画

商品マスタ

入荷予定
（販売予定）

①商品提案
(カタログ）

③商品提案
（価格提案）

小売起案ﾃﾞｰﾀ
（商品ﾏｽﾀ、
提案要望）

②商品提案
(商品マスタ）

/ / / / / / / / // / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

≪商品マスタ情報≫

商品コード：
4922xxxxxxx

(標準コード）or
0212xxxxxxx

（ｲﾝｽﾄｱｺｰﾄﾞ）
商品名：キャベツ

≪提案要望情報≫
商品提案開始日：20081201
商品提案終了日：20081214
商品名：キャベツ

≪商品カタログ情報≫

提案日：20081101
商品コード：

4922xxxxxxx(標準コード）
商品名：キャベツ
産地：群馬

≪価格提案情報≫

商品提案開始日：20081201
商品提案終了日：20081214
商品コード：

 4922xxxxxxx(標準コード） or
0212xxxxxxx（ｲﾝｽﾄｱｺｰﾄﾞ）
商品名：キャベツ
産地：千葉
原単価：1300円
予定数量： 10C/S

 

直前（1週間）
▼

前日

期間型？数ヶ月
▼

3日前位

商品提案を元に発注データを
作成

※小売の商品マスタ情報
を卸/メーカーに伝達する。
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２．商品提案メッセージについて
（３）商品提案メッセージのタイプ

①商品提案（カタログ）

・・・卸／仲卸が品揃え可能なアイテムや予定情報（数量、価格等）について伝達する。

 ②商品提案（商品マスタ）

・・・小売が商品提案や価格変更情報を要望する商品コード（インストアコード、標準商品コード）、商品名等

について、小売の商品マスタ情報を参考に伝達する。

 ③商品提案（価格提案）

・・・卸/仲卸が相場情報（価格変更情報）、事前商談で取決めた価格の確定情報や変更情報、出荷予定商

品情報などを伝達する。

商品提案メッセージの目的（タイプ別）

商品提案メッセージの主な運用パターン

発注

発注

発注

発注

①商品提案（カタログ） ②商品提案（商品マスタ） ③商品提案（価格提案）

①商品提案（カタログ）

②商品提案（商品マスタ） ③商品提案（価格提案）

③商品提案（価格提案）

※尚、商品提案メッセージの各項目は、次のタイプへ引継ぐ必要は無い。

運用パターンⅠ：

運用パターンⅡ：

運用パターンⅢ：

運用パターンⅣ：

使用しない

使用しない使用しない

使用しない 使用しない
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２．商品提案メッセージについて
（４）タイプ別セット方法、項目の意味

区分
①商品提案

（カタログ）

②商品提案

（商品マスタ）

③商品『提案

（価格提案）<

取
引
先>

※
※

取引先コード 必須 ◎ ◎ ◎<

提
案>

※
※

管理番号 必須 ◎ ◎ ◎
発注者コード 必須 ◎ ◎ ◎

提案日 任意 ◎ ◎ ◎

商品提案開始日 必須 ◎ ◎ ◎

商品提案終了日 必須 ◎ ◎ ◎

取引データ有効日 任意 △ △ △<

取
引
明
細>

※
※

明細番号 必須 ◎ ◎ ◎

商品コード 必須 ◎ ◎ ◎

最終発注日 任意 △ △ ◎

原単価 必須 △ △ ◎

予定数量（バラ） 任意 △ △ △

発注単位 必須 ◎ ◎ ◎

予定数量（発注単位数） 任意 △ △ △<

店
舗
情
報>

※
※

納品日 任意

最終納品先コード 必須

原単価 必須

予定数量（バラ） 任意

予定数量（発注単位数） 任意

管理番号

小売－卸が双方で企画などを識別するために、相対で定義

する番号

提案日

卸／メーカー側の商品提案日

※②商品提案（商品マスタ）の場合はデータ送信日

商品提案開始日、商品提案終了日

商品提案の開始日、および終了日

※小売－卸における取引の場合は、店着日が基準となる

取引データ有効日

商品提案に関する有効期限。（採用期限日）

明細番号

「管理番号」の中の商品単位の明細番号

最終発注日

『商品提案終了日』に対する最終発注日

※「商品提案終了日」－「最終発注日」がリードタイムとなる
尚、リードタイムの考え方（セット方法）については、次頁で説明する

予定数量（バラ、発注単位数）

①商品提案（カタログ）の場合

取引先の入荷予定数量

②商品提案（マスタ）の場合

通常はセットしない

③商品提案（価格提案）の場合

発注者に対する取引可能上限数量

＜店舗情報＞項目は、特定の納品日
もしくは最終納品先、またはその両方に
ついて原単価、数量等を変更する場合
にセットする。

尚、＜店舗情報＞項目で指定外の納
品日、最終納品先に関しては、＜取引
明細＞項目の内容を適用する。

≪記号の意味≫

◎：主にセットする項目

△：必要に応じてセットする項目
商品提案特有項目

タイプ別で主にセットする項目 商品提案メッセージの特有項目の意味
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２．商品提案メッセージについて
（５）項目セットの方法 １）③商品提案（価格提案）の場合

＜取引先＞

取引先

コード

＜発注者＞

管理番号
発注者

コード
提案日

商品提案

開始日

商品提案

終了日

取引データ

有効日

＜取引明細＞

明細

番号
商品コード 産地名 最終発注日 原単価

予定数量

（バラ）

発注

単位

予定数量

（発注単位数）

9999999

（Ｘ青果）

12345 1111111

（Ａ商店）

20081101 20081201 20081214 20081125 123 4922xxxxxxxxx

（キャベツ）

群馬 20081212 1000 10

（ケース）

1

（ｹｰｽ）

10

124 4922xxxxxxxxx

（カイワレ）

千葉 20081212 30 40

（パック）

5

（パック）

8

商品提案メッセージの項目セット例 ※③商品提案（価格提案）の場合

X青果からＡ商店に対して、2008年12月1日～12月14日の商品提案を実施

発注リードタイムは2日

群馬県産のキャベツを原単価1,000円、予定数量（取引可能上限数）を10ケース（※発注単位は1ケース）

千葉県産のカイワレを原単価30円、予定数量（取引可能上限数）を40パック（※発注単位は5パック）

リードタイムの考え方

・・・『商品提案終了日』に対する最終発注日をリードタイムとする。

≪Ｅｘ．リードタイムが２日の場合≫

商品提案終了日（１２/１４）⇒最終発注日（１２/１２）

その他の補足事項

商品属性（規格、産地名、等級など）は必要に応じてセットする。

＜店舗情報＞は、特定の納品日、最終納品先で原単価、数量等を変更する場合にセットする。

※商品提案の期間において、原単価の変更が無い場合には、セットしない。
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２．商品提案メッセージについて
（６）項目セットの方法 ２）＜店舗情報＞のセット方法

＜取引明細＞

明細

番号
商品コード 産地名 最終発注日

原単価

（予定）

予定数量

（バラ）

発注

単位

予定数量

（発注単位数）

＜店舗情報＞

納品日
最終納品先

コード
原単価

予定数量

（バラ）

予定数量

（発注単位数）

123 4922xxxxxxxxx

（キャベツ）

群馬 20081212 1000 10 1 10 20081203 （※2） 900 （※1） （※1）

20081210 （※2） 950 （※1） （※1）

（※1）必要に応じてセットする項目

（※2）必須項目の為、全店舗に該当する場合は“0”をセットする。

期間内で特定の納品日で原単価の変更

＜取引明細＞

明細

番号
商品コード 産地名 最終発注日

原単価

（予定）

予定数量

（バラ）

発注

単位

予定数量

（発注単位数）

＜店舗情報＞

納品日
最終納品先

コード
原単価

予定数量

（バラ）

予定数量

（発注単位数）

123 4922xxxxxxxxx

（キャベツ）

群馬 20081212 1000 10 1 10 （※1） 1111

（a店）

1100 （※1） （※1）

（※1） 5555

（e店）

950 （※1） （※1）

期間内で特定の最終納品先で原単価の変更

【例】a店の原単価が1,100円、e店が950円、その他店舗が1,000円とする場合

【例】12月3日の原単価が900円、12月10日が950円、その他の納品日が1,000円とする場合

＜店舗情報＞項目は、特定の納品日もしくは最終納品先、またはその両方について原単価、
数量等を変更する場合にセットする。

尚、＜店舗情報＞項目で指定外の納品日、最終納品先に関しては、＜取引明細＞項目の
内容を適用する。



発注予定メッセージ

卸・メーカー

商品ﾏｽﾀ登録

値札作成

支払

小 売

商品ﾏｽﾀ登録

返品

値札作成依頼

販売情報共有 販売情報共有

消込

受領訂正メッセージ

POS情報

発注予定メッセージ

商品マスタ

値札メッセージ

集計表作成データ（発注用）

納品提案メッセージ

発注メッセージ

集計表作成データ
（出荷梱包紐付有）

出荷梱包メッセージ（紐付有・無）

請求メッセージ

支払メッセージ

検品

消込

買掛 売掛

請求

出荷

返品 返品メッセージ 返品受領

発注 受注

集計表作成データ（受領用）
受領メッセージ

集計表作成データ（出荷用）
出荷メッセージ

仮伝、本
伝運用
あり

取引先
（産地／仲卸業者／卸売

業者）

集計表作成データ
（出荷）

集計表作成データ
（受領）

商品提案メッセージ

発注予定メッセージ

集計表作成データ
（発注）

生鮮発注メッセージ

生鮮受領メッセージ

生鮮返品メッセージ

請求メッセージ

支払メッセージ

消込消込

支払支払

事故調整

買
掛

商談
週間値決め

商品ﾏｽﾀ登録

発注

分 荷

出 荷

返品

商談
週間値決め

商品ﾏｽﾀ登録

受領

事故調整

売
掛

請求請求

消込消込

返品受領

分 荷
出 荷

小売業

生鮮出荷メッセージ

（全体納品プロセス） （生鮮納品プロセス）
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位置付け

事前に手配が必要な商品（年末・年始等イベント、フェア商品等）について発注予定数量を連絡する際

 や小売本部の計画情報を卸・メーカーと共有する際に使用する。卸・メーカー側は発注予定メッセージ

 を商品調達のための参考情報として活用する。

本メッセージはオプション（必要に応じて送信）のメッセージであり、メッセージを使用するかどうかに

 ついては取引当事者間で取り決める。

 メリット
●事前に小売の発注予定数を知らせることにより、商品調達が効率的に出来る

留意点

正式な発注ではなく目安の情報伝達であるため、正式な発注 には別途「発注メッセージ」の送信が必要
となる。

３．発注予定メッセージ
（１）発注予定メッセージの説明
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小売業 卸・メーカー

発注計画 受注予定
発注予定

出荷入荷

発注
発注 受注

出荷
計画

出荷

受領以降は他プロセスと同様

取引条件合意

３．発注予定メッセージ
（２）発注予定メッセージのプロセスフロー

メッセージ項目における注意事項

取引番号は必須項目であるが、発注予定メッセージでは付番しない。よって、発注予定メッセージでは必ず０
（ゼロ）をセットする。但し、取引付属番号には管理番号（小売の管理用の番号）を小売各社の付番体系にもと
づいてセットすることができる。また、必須項目にデータをセットできない場合は、０（ゼロ）をセットする。

尚、メッセージ項目は予定情報として読み替える。 例）発注数量 ⇒ 発注予定数量
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期間区分
・予定データを取り扱う期間（週、月、任意期間）および発注数量が日別か合計かを表す区分。

１桁目：期間を表す
０：週、１：月、２：任意期間

２桁目：発注数量が日別か期間合計かを表す
１：日別、２：合計

店集計区分
・予定数量の集計単位を表す区分。

０１：発注者別 ・・・予定数量を発注者（企業）単位で集計する際に選択する。
０２：直接納品先別 ・・・予定数量を直接納品先（物流センター等）単位で集計する際に選択する。
０３：最終納品先別 ・・・予定数量を最終納品先（店舗）単位で集計する際に選択する。

納品予定開始日、納品予定終了日
・納品予定の開始日および終了日を表す。
尚、納品予定開始日・終了日期間区分が週・月・任意期間に関わらずセットする。

 

０１ ： 週 日別
０２ ： 週 合計
１１ ： 月 日別
１２ ： 月 合計
２１ ： 任意期間 日別
２２ ： 任意期間 合計

３．発注予定メッセージ
（３）項目セットの方法 １）発注予定メッセージ特有項目の解説
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期間区分が日別

2008/9/1～9/7

9/3納品分の場合

期間区分が合計

2008/9/1～9/7

週合計の場合

区分 01 発注者別 02 直接納品先別 03 最終納品先別 03 最終納品先別

※※

発注者コード 99999 99999 99999 99999

※※

期間区分 01（週_日別） 01（週_日別） 01（週_日別） 02（週_合計）

※※

店集計区分 01（発注者別） 02（直接納品先別） 03（最終納品先別） 03（最終納品先別）

※※

納品予定開始日 20080901 20080901 20080901 20080901

※※

納品予定終了日 20080907 20080907 20080907 20080907

※
※ 直接納品先コード 11111

21111
※店舗への直接納品の場合

21111
※店舗への直接納品の場合

※
※ 最終納品先コード

0
※必須項目の為、ゼロをセット

0
※必須項目の為、ゼロをセット

21111 21111

※※

直接納品先納品日 20080903 20080903 20080901

※※

最終納品先納品日 20080903 ※可能であればセット 20080903 20080901

※

************************** ************************** ************************** **************************

各店集計区分における

キー項目は網掛け部分

期間区分が合計の場合には、

「納品予定開始日」をセットする

原則は発注メッセージのセット方法に準拠する。

店集計区分により、納品先、及び納品日のセット方法が異なる。

下記の表に各店集計区分におけるキー項目を示す。

期間区分が合計の際には、納品日には「納品予定開始日」をセットする。

３．発注予定メッセージ
（３）項目セットの方法 ２）納品先、及び納品日のセット方法
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管理番号
をセット

③発注ヘッダ

発注者

コード

④取引ヘッダ

取引番号 取引付属

番号

期間区分 店集計区分 納品予定

開始日

納品予定

終了日

直接納品先

コード

      

最終納品先

コード

取引先

コード

直接納品先

納品日

最終納品先

納品日

⑤取引明細

取引明細

番号 

商品コード 発注数量

（バラ）

99999

（Ａ社）

0
※必須のため

ゼロをセット

00001 02

（週 合計）

01

（発注者別）

20081110 20081116 【セット無】 0
※必須のため

ゼロをセット

33333

（Ｘ社）

【セット無】 20081110 1 4912345678904

（トマト）

4000

2 4912345678913

（キャベツ）

3200

99999

（Ａ社）

0
※必須のため

ゼロをセット

00002 02
（週 合計）

02

（直接納品

先別）

20081110 20081116 11111

（○△セン

ター） 

0
※必須のため

ゼロをセット

33333

（Ｘ社）

20081110
※可能で

あればセット

1 4912345678904

（トマト）

250

2 4912345678913

（キャベツ）

200

管理番号

をセット

０１：発注者別 － ０２：週_合計

A社がX社に対して、11/10から11/16（1週間）の発注予定情報を、Ａ社合計＜発注者別＞の期間合
計数量として送信する場合。

０２：直接納品先別 － ０２：週_合計

A社がX社に対して、11/10から11/16（1週間）の発注予定情報を、○△センター＜直接納品先別＞
の期間合計数量として送信する場合。

３．発注予定メッセージ
（３）項目セットの方法 ３）メッセージ項目セット例①
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管理番号
をセット

③発注ヘッダ

発注者

コード

④取引ヘッダ

取引番号 取引付属

番号

期間区分 店集計区分 納品予定

開始日

納品予定

終了日

直接納品先

コード

      

最終納品先

コード

取引先

コード

直接納品

先

納品日

最終納品先

納品日

⑤取引明細

取引明細

番号 

商品コード 発注数量

（バラ）

99999

（Ａ社）

0
※必須のため

ゼロをセット

00001 01

（週 日別）

03

（最終納品

先別）

20081110 20081116 11111

（○△セン

ター） 

21111

（ａ店） 

33333

（Ｘ社）

20081109 20081110 1 4912345678904

（トマト）

50

2 4912345678913

（キャベツ）

40

0
※必須のため

ゼロをセット

00002 01

（週 日別）

03

（最終納品

先別）

20081110 20081116 11111

（○△セン

ター） 

21111

（ａ店） 

33333

（Ｘ社）

20081110 20081111 1 4912345678904

（トマト）

50

2 4912345678913

（キャベツ）

40

0
※必須のため

ゼロをセット

00007 01

（週 日別）

03

（最終納品

先別）

20081110 20081116 11111

（○△セン

ター） 

21111

（ａ店）

33333

（Ｘ社）

20081115 20081116 1 4912345678904

（トマト）

60

2 4912345678913

（キャベツ）

50

管理番号

をセット

０３：最終納品先別 － ０１：週_日別

A社がX社に対して、11/10から11/16（1週間）の発注予定情報を、ａ店（○△センター経由）＜最
終納品先別＞の日別数量として送信する場合。

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

３．発注予定メッセージについて
（３）項目セットの方法 ４）メッセージ項目セット例②



納品提案メッセージ

卸・メーカー

商品ﾏｽﾀ登録

値札作成

支払

小 売

商品ﾏｽﾀ登録

返品

値札作成依頼

販売情報共有 販売情報共有

消込

受領訂正メッセージ

POS情報

発注予定メッセージ

商品マスタ

値札メッセージ

集計表作成データ（発注用）

納品提案メッセージ

発注メッセージ

集計表作成データ
（出荷梱包紐付有）

出荷梱包メッセージ（紐付有・無）

請求メッセージ

支払メッセージ

検品

消込

買掛 売掛

請求

出荷

返品 返品メッセージ 返品受領

発注 受注

集計表作成データ（受領用）
受領メッセージ

集計表作成データ（出荷用）
出荷メッセージ

（基本形）
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位置付け
小売－取引先との間で合意した商談の内容を取引先から小売に対して送付するデータであり、

小売の発注データ作成を支援する情報共有データの位置付けとなる。

納品提案メッセージの内容は小売の発注メッセージに引き継がれるため、ターンアラウンド型
ビジネスプロセスにそのままつながる。

 メリット
●アパレル側

商品アソートを事前に準備することができるため、受注後の迅速な出荷など、物流面での効率化が
期待できる。

●小売企業側
そのまま発注に引き継ぐことができるため、発注データ入力作業負荷の軽減や商談時の
合意内容（店別数量、納期 等）の入力ミスの回避などが期待できる。

留意点
納品提案は、受発注プロセスの事前に行う情報共有の位置付けであり、必須ではない。利用は各社

相対での合意の上で取り決める。

納品提案メッセージ内容の小売発注段階での変更／修正可否については、各社相対で取り決める。

アパレル商品取引においては、事前商談の合意内容に基づき、事前出荷準備を行い、発注に対して
迅速に対応するプロセスモデルが存在しており、その場合、納品提案内容は変更せず、発注メッセージ
へ引き継ぐ。

４．納品提案メッセージ
（１）納品提案メッセージの説明



© 2025 Supply Chain Standards Management & Promotion Council , All rights reserved 47

納品提案の業務プロセスとメッセージの関係を以下に示す。

納品提案
データ作成・送信

納品提案
データ受信 納品提案

発注データ送信 受注発注

小 売 卸・メーカー

事前品揃え（ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ）
もしくは確保

【商品マスタ交換】

基本はシーズン当初
（半年単位、

もしくは月単位）

遅くとも発注の
7日前まで

【納品提案】

発注の１～７日前

【発注】

発注日
発注に必要なデータ

（小売側が入力）

発注データ作成

ターンアラウンド型プロセスへ

【商談】

発注の20日前迄
（翌月分の内容を確定）

納品提案

実施タイミング（例）

商品企画・
発注計画書等

商品企画・
発注計画書等

商談（商品、数量等の決定）
商品企画・

発注計画書等

納品可能在庫
確認

商品マスタ
登録／交換

商品企画・
発注計画書等

商品
マスタ

商品マスタ
取込／交換

商品企画・
発注計画書等

数量等の変更を

行う場合あり

４．納品提案メッセージ
（１）納品提案メッセージの説明
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納品提案～発注の項目間引継ぎ関係

発注

＜支払法人＞
支払法人コード

＜発注者＞
発注者コード
＜取引＞

取引番号 ： １１０１０１１
最終納品先コード
請求取引先コード

＜取引先＞
取引先コード

＜取引内容＞
発注日 ： ２００８年１月１８日
最終納品先納品日： ２００８年１月２０日
計上日 ： ２００８年１月２０日（予定日）

＜取引合計＞
原価金額合計 ： ５，０００円
数量合計 ： ５

＜取引明細＞
商品コード（GTIN）
商品コード（発注用）
原価金額 ： １０，０００円
発注数量（バラ） ： ５

＜取引明細＞
 ・・・・

納品提案

＜送信企業＞
取引先コード

＜発注予定企業＞
小売企業コード
＜取引＞

納品提案番号 ： １０００００１
最終納品先コード
取引先コード

＜取引内容＞
発注希望日  ： ２００８年１月１８日
最終納品先納品予定日 ： ２００８年１月２０日

＜取引明細＞

＜商品＞
商品コード（GTIN）
商品コード（発注用）

＜原価＞
原価金額 ：１０，０００円

＜売価＞
・・・

＜発注数量＞
納品提案数量（バラ）

＜取引明細＞
 ・・・・

４．納品提案メッセージ
（２）項目の引継ぎ



集計表作成データ

卸・メーカー

商品ﾏｽﾀ登録

値札作成

支払

小 売

商品ﾏｽﾀ登録

返品

値札作成依頼

販売情報共有 販売情報共有

消込

受領訂正メッセージ

POS情報

発注予定メッセージ

商品マスタ

値札メッセージ

集計表作成データ（発注用）

納品提案メッセージ

発注メッセージ

集計表作成データ
（出荷梱包紐付有）

出荷梱包メッセージ（紐付有・無）

請求メッセージ

支払メッセージ

検品

消込

買掛 売掛

請求

出荷

返品 返品メッセージ 返品受領

発注 受注

集計表作成データ（受領用）
受領メッセージ

集計表作成データ（出荷用）
出荷メッセージ

仮伝、本
伝運用
あり

取引先
（産地／仲卸業者／卸売

業者）

集計表作成データ
（出荷）

集計表作成データ
（受領）

商品提案メッセージ

発注予定メッセージ

集計表作成データ
（発注）

発注メッセージ

受領メッセージ

返品メッセージ

請求メッセージ

支払メッセージ

消込消込

支払支払

事故調整

買
掛

商談
週間値決め

商品ﾏｽﾀ登録

発注

分 荷

出 荷

返品

商談
週間値決め

商品ﾏｽﾀ登録

受領

事故調整

売
掛

請求請求

消込消込

返品受領

分 荷
出 荷

小売業

出荷メッセージ

（全体納品プロセス） （生鮮納品プロセス）
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位置付け

従来より一部小売で運用されていた、複数店舗の発注内容を１枚の集計表で表現し、店別出荷する

運用をモデル化した。

 20年度に生鮮編にて標準化を行った「集計表作成データ」を取引先のディストリビューション機能

無しから、ディストリビューション機能有りに変更して、改めて標準化を行った。

留意点

 「集計表作成データ」は総量の発注～出荷～受領の各標準メッセージと合わせて使用し、店別内容を

補うオプションとする。

総量の標準メッセージ（発注～出荷～受領）を計上用とし、「集計表作成データ（発注～出荷～受領）」

は、店別の入出荷実績把握用とする。

出荷梱包メッセージで運用する物流センター用に、「集計表作成（出荷）とは別に、「集計表作成（出荷

梱包紐付けあり」を用意し、運用に応じていずれかを選ぶことができるものとした

５．集計表作成データ
（１）集計表作成データの説明（ディストリビューション機能あり）
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集計表作成データは、小売センター総量納品で、商品は店別仕分け納品形態の作業用データにあたる。
集計表発注の現行機能から『①発注（計上用）データ』と『②集計表作成データ』に分けて、①②を同時
に送信する。取引先で②を元に店別にピッキングして、小売の配送センターに納品する。

①発注データ：センターを納品先に総量で発注。発注～出荷～受領～請求～支払は標準版メッセージを使用。

②集計表作成データ：発注メッセージをベースに店別仕分に必要な最低項目のみをセットする。 

取引先小売

納品センター

店（センター）別納
品明細書出力

センター納品用の
集合伝票リスト

集計表出力

センター検収用、店別仕
分け、ピッキングリスト②集計表（発注明細）（店別仕分けデータ、

発注と同時に送信）

①発注（総量）

③出荷（総量）

⑤受領（総量）

③出荷データを返す。出荷を返
せないときは店（センター）別納
品明細書を出力

集計表

ディストリビューション
（店舗配分）

集計表

作成ﾃﾞｰﾀ(発注）

発注

支払(総量）

■

店別仕分け

集計表

作成ﾃﾞｰﾀ(出荷）

出荷④集計表（出荷明細）（店別出荷データ、
出荷と同時に送信）

集計表

作成ﾃﾞｰﾀ(受領）

受領
⑥集計表（受領明細）（店別受領データ、
受領と同時に送信）

５．集計表作成データ
（１）集計表作成データの説明  （ディストリビューション機能あり）
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集計表作成
（出荷）

発注
（総量）

集計表作成
（発注）

発注
（総量）

集計表作成
（発注）

納品確定
（現行形式）

入荷／検品
仕分／配送

受領
（総量）

照合 売掛確定

販売管理
店別実績

確定

直接納品先
へ納品する

納品

小売本部 御取引先様

TC

仕入計上

受領
（総量）

納品確定
（現行形式）

決済は総量のま
ま

集計表作成
（受領）

集計表作成
（受領）

納品は店別

出荷処理

または
集計表作成

（出荷）

出荷
（総量）

出荷
（総量）

集計表作成
（出荷梱包紐付けあり）

商品別店別出荷数量内訳を
セット

商品別店別発注数量内訳
をセット

商品別店別受領数量内訳を
セット

集計表作成
（出荷梱包紐付けあり）

出荷
（総量）

５．集計表作成データ
（１）集計表作成データの説明 １）センター直納型
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小売本部 御取引先様

発注
（現行形式）

入荷／検品
仕分／配送

納品

DC/TC

または、

納品は総量のま
ま

集計表作成
（発注）

集計表作成
（発注）

販売管理
店別実績
仮確定

発注
（総量）

発注
（総量）

出荷処理
直接納品先
へ納品する

集計表作成
（発注）

発注
（総量）

照合 売掛確定

販売管理
店別実績

確定

仕入計上

集計表作成
（受領用）

集計表作成
（受領）

受領
（総量）

集計表作成
（受領）

受領
（総量）

決済は総量のま
ま

納品確定
（現行形式）

納品確定
（現行形式）

商品別店別発注数量内訳
をセット

商品別店別受領数量内訳を
セット

預りＤＣ／ＴＣ⇔卸・メーカー間は、

預り型在庫センターメッセージを使用

５．集計表作成データ
（１）集計表作成データの説明 ２）預り在庫型
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５．集計表作成データ
（参考）集計表作成データに関する解説  集計表サンプル①
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商品重量

商品重量

５．集計表作成データ
（参考）集計表作成データに関する解説  集計表サンプル②
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商品重量

５．集計表作成データ
（参考）集計表作成データに関する解説  集計表サンプル③
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・発注・出荷・受領メッセージと集計表作成データの各項目については、第１階層～第３階層まで各該当する項目について
同じ値をセットする。

・集計表形式の発注書はチェーンストア統一ではないため、各社毎にフォームが異なる。
ここでの説明は集計表サンプル（１）を例とする。

項目 必須/任意 セット例

＜取引＞ 第１階層

取引番号 必須 1234567 
：

＜取引合計＞ 第２階層
原価金額合計 任意 154200
売価金額合計 任意 193500

数量合計 任意 1400
発注単位数量合計 任意 130

＜取引明細＞

取引明細番号 必須 01

：

＜商品＞ 第３階層

 商品コード（ＧTIN） 必須 04912345789013

 商品コード（発注用） 必須 4912345789013

商品コード区分 必須 005

商品名 任意 ポテトチップス コンソメ・・・

＜原価＞

原単価 必須 98.50

原価金額 必須 68950

＜売価＞

売単価 任意

売価金額 任意 87000

＜発注数量＞

発注数量(バラ) 必須 700

発注単位 必須 10

発注数量（発注単位数） 必須 70

５．集計表作成データ
（参考）集計表との相関関係 １）発注・出荷・受領メッセージ
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項目 必須/任意 セット例

＜取引＞ 第１階層

取引番号 必須 1234567 
：

＜取引明細＞ 第２階層
取引明細番号 必須 01

：

＜商品＞ 第３階層
 商品コード（ＧTIN） 必須 04912345789013
 商品コード（発注用） 必須 4912345789013
商品名 任意 ポテトチップス コンソメ・・・
＜原価＞
原単価 必須 98.50
原価金額 必須 68950
＜売価＞
売単価 任意
売価金額 任意 87000
＜発注数量＞
発注数量(バラ) 必須 700
発注単位 必須 10

発注数量（発注単位数） 必須 70

＜最終納品先> 第４階層
最終納品先コード 必須 001
＜店舗売価＞
  店舗売単価 任意 125
 ＜店舗発注数量＞

店舗発注数量（バラ） 必須 100
店舗発注数量（発注単位数） 必須 10

：
＜最終納品先>
最終納品先コード 必須 007
＜店舗売価＞
  店舗売単価 任意 120
 ＜店舗発注数量＞

店舗発注数量（バラ） 必須 100
店舗発注数量（発注単位数） 必須 10

：

拡 大

５．集計表作成データ
（参考）集計表との相関関係 ２）集計表作成データ
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発注

集計表作成データ（発注）

出荷

集計表作成データ（出荷）

受領

集計表作成データ（受領）

3456 AA社取引先

789 BB物流センター直接納品先

30188A01

100298B

02

発注売単価商品№

789 BB物流センター最終納品先

0002取引番号

A 198 15

03

発注商品№

1020店舗発注数量

105店舗発注数量

15Ａ02

004002最終納品先

30A01

188188店舗売単価

003001最終納品先

198198店舗売単価

発注商品№

789 BB物流センター直接納品先

0002取引番号

省略可

省略可

出荷商品№

1010店舗出荷数量

50店舗出荷数量

5Ａ02

004002最終納品先

20A01

188188店舗売単価

003001最終納品先

198198店舗売単価

出荷商品№

789 BB物流センター直接納品先

0002取引番号

欠品

欠品

10

店舗欠品数量 10 0

店舗欠品数量 5 5

10

省略可

省略可

受領商品№

1010店舗受領数量

50店舗受領数量

5Ａ02

004002最終納品先

20A01

188188店舗売単価

003001最終納品先

198198店舗売単価

受領商品№

789 BB物流センター直接納品先

0002取引番号

省略可

省略可

100

20

出荷

3456 AA社取引先

789 BB物流センター直接納品先

30188A01

100298B

02

売単価商品№

789 BB物流センター最終納品先

0002取引番号

発注

A 198 15 5

03

欠品

0

10

10 198

3456 AA社取引先

789 BB物流センター直接納品先

188A01

298B

02

売単価商品№

789 BB物流センター最終納品先

0002取引番号

A

03 100

20

受領

5

100

20

出荷

30

100

発注

15 5

欠品

0

10

10

同一商品で売単価が異なる場合のセット例を示す。売単価で行ブレークするか否かは相対で決定するものとする。

５．集計表作成データ
（２）項目セットの方法
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集計表作成データ（発注） 集計表作成データ（出荷） 集計表作成データ（受領）

＜発注者＞
発注者コード

＜取引＞
取引番号 ： １２３４５６７
取引先コード

＜取引内容＞
発注日 ： ２００９年１月１１日

＜取引合計＞
原価金額合計 ： １５４，２００円
数量合計 ： １，４００

＜取引明細＞
商品コード（発注用）
原価金額 ： ６８，９５０円
発注数量（バラ） ： ７００

＜最終納品先＞
最終納品先コード ： ００１

＜店舗発注数量＞
店舗発注数量（バラ） ： １００

＜最終納品先＞
＜店舗発注数量＞

 ＜取引明細＞
 ＜最終納品先＞
 ＜店舗発注数量＞

 ・・・・

＜発注者＞
発注者コード

＜取引＞
取引番号 ： １２３４５６７
取引先コード

＜取引内容＞
発注日 ： ２００９年１月１１日

＜取引合計＞
原価金額合計 ： １５１，２４５円（再計算）
数量合計 ： １，３７０ （再計算）

＜取引明細＞
商品コード（発注用）
原価金額 ： ６５，９９５円（再計算）
出荷数量（バラ） ： ６７０
欠品数量（バラ） ： ３０

＜最終納品先＞
最終納品先コード ： ００１

＜店舗出荷数量＞
店舗出荷数量（バラ） ： ７０

＜店舗欠品数量＞
店舗欠品数量（バラ） ： ３０

＜最終納品先＞
＜店舗出荷数量＞
＜店舗欠品数量＞

＜取引明細＞
 ＜最終納品先＞
 ＜店舗出荷数量＞

 ・・・・

＜発注者＞
発注者コード

＜取引＞
取引番号 ： １２３４５６７
取引先コード

＜取引内容＞
発注日 ： ２００９年１月１１日

＜取引合計＞
原価金額合計 ： １４９，２７５円（再計算）
数量合計 ： １，３５０ （再計算）

＜取引明細＞
商品コード（発注用）
原価金額 ： ６４，０２５円（再計算）
受領数量（バラ） ： ６５０

＜最終納品先＞
最終納品先コード ： ００１

＜店舗受領数量＞
店舗受領数量（バラ） ： ５０

＜最終納品先＞
＜店舗受領数量＞

＜取引明細＞
＜最終納品先＞
＜店舗受領数量＞

 ・・・・

集計表作成データ（発注）・集計表作成データ（出荷）・集計表作成データ（受領）各メッセージ間における項目の引継ぎに
ついて、一部例を示す。赤字の部分については、原則、前のメッセージでセットされた値が後のメッセージに引き継がれる。
ただし、項目引継ぎの要否については、使用するメッセージによるため、取引相対間の事前取り決めに基づくものとする。

■ 赤字は、引継項目 ■青字は基本的には引継だが変更する場合もある項目（再計算等） ■灰色の字は引き継がない項目

５．集計表作成データ
（３）項目の引継ぎ



受領訂正メッセージ

卸・メーカー

商品ﾏｽﾀ登録

値札作成

支払

小 売

商品ﾏｽﾀ登録

返品

値札作成依頼

販売情報共有 販売情報共有

消込

受領訂正メッセージ

POS情報

発注予定メッセージ

商品マスタ

値札メッセージ

集計表作成データ（発注用）

納品提案メッセージ

発注メッセージ

集計表作成データ
（出荷梱包紐付有）

出荷梱包メッセージ（紐付有・無）

請求メッセージ

支払メッセージ

検品

消込

買掛 売掛

請求

出荷

返品 返品メッセージ 返品受領

発注 受注

集計表作成データ（受領用）
受領メッセージ

集計表作成データ（出荷用）
出荷メッセージ
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小売店舗、物流センターへの納品に対し、小売受領後に発覚した納品数量不足を把握して、正しい決済を行うために流
通BMSで規定された「受領訂正メッセージ」を使用する。

使用する際には、小売・卸双方で調査及び訂正可否検討を行い、両者にて訂正合意がなされた場合のみ可能とする。こ
の時に発生したデータはすべて支払データにのせ、取引行為（受領後の訂正）があったことがわかるようにする。

商品の受渡しと一致した、正しい商品代金決済のために、下記を前提とする。
①何に対する訂正なのかがメッセージ上で明確になること（元伝の明確化）。
②元の受領データを訂正して再発行しないこと。

上記ルールに基づいた使用ができない企業は、流通BMSで規定された「受領訂正メッセージ」を使用せず、
従来通り、当事者間で取り決めたルールに基づき、「紙の伝票」を使用する。

小売 卸・メーカー

入荷 出荷出荷メッセージ

検品・受領
（店）

受領確認
（店）

受領メッセージ

受領

請求へ

調査及び
訂正可否検討

↓
訂正合意

調査及び
訂正可否検討

↓
訂正合意

受領訂正
（店）

受領訂正確認
（店）

受領訂正メッセージ 受領訂正

受領

受領訂正

（例）店で数量違い
が発覚！

１０個が８個だった

支払へ

６. 受領訂正メッセージ
（１）受領訂正メッセージの説明
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６.受領訂正メッセージ
（３）項目セットの方法 １）同締め期間内である場合

【受領】計上日：9月10日 【受領訂正】計上日：9月12日

取引番号：1234567

取引

明細

番号

商

品

数

量

金額

1 Ａ ５ 500

2 Ｂ ４ 400

3 Ｃ ２ 200

合計 11 1100

取引番号：1234567又は0987654

取引付属番号：1234567

取引付属明細番号：2

取引

明細

番号

商

品

数

量

金額

1又は2 Ｂ 1 100

合計 1 100

小売受領後

Ｂ1個不足
が発覚

②元伝番号運用の場合

・元となる受領ﾒｯｾｰｼﾞの取引番号(1234567)、
取引明細番号(2)のｾｯﾄは必須。

・上記が守られれば、取引番号は
新規番号(0987654)、元伝番号(1234567)
どちらでの運用も可とする。

・取引明細番号は「（３）項目セットの方法 （取引明
細番号）」参照。

・数量、金額は不足数、不足金額をｾｯﾄ。

①新規番号運用の場合

9月卸請求

取引
番号

金額
符号

金額 支払
内容

1234567 ＋ 1100 1001

0987654 － 100 1006

（仕入

 明細）
（受領

 訂正

 明細）

9月小売支払

取引
番号

金額
符号

金額 支払
内容

1234567 ＋ 1100 1001

0987654 － 100 1006

（仕入

 明細）

（受領

 訂正

 明細）

【請求・支払】末日締め

9月卸請求

取引
番号

金額
符号

金額 支払
内容

1234567 ＋ 1100 1001

1234567 － 100 1006

9月小売支払

取引
番号

金額
符号

金額 支払
内容

1234567 ＋ 1100 1001

1234567 － 100 1006

（仕入

 明細）
（受領

 訂正

 明細）

（仕入

 明細）
（受領

 訂正

 明細）

新規番号／元伝番号
運用のどちらの場合も、
受領訂正分を分けて
セットする。

セット方法は原則として本資料の通りとするが、実運用の際には相対での確認とする 
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【受領】計上日：9月30日 【受領訂正】計上日：10月2日

取引番号：1234567

取引

明細

番号

商

品

数

量

金額

1 Ａ ５ 500

2 Ｂ ４ 400

3 Ｃ ２ 200

合計 11 1100

取引番号：1234567又は0987654

取引付属番号：1234567

取引付属明細番号：2

取引

明細

番号

商

品

数

量

金額

1又は2 Ｂ 1 100

合計 1 100

小売受領後

Ｂ1個不足
が発覚

9月小売支払

取引

番号

金額

符号

金額 支払

内容

1234567 ＋ 1100 1001

9月卸請求

取引

番号

金額

符号

金額 支払

内容

1234567 ＋ 1100 1001

10月卸請求

取引

番号

金額

符号

金額 支払

内容

1234567

又は

0987654

－ 100 1006

（仕入

 明細）

（仕入

 明細）

（仕入

 明細）

10月小売支払

取引

番号

金額

符号

金額 支払

内容

1234567

又は

0987654

－ 100 1006 （仕入

 明細）

※新規番号／元伝運用とも
【請求・支払】末日締め

・元となる受領ﾒｯｾｰｼﾞの取引番号(1234567)、
取引明細番号(2)のｾｯﾄは必須。

・上記が守られれば、取引番号は
新規番号(0987654)、元伝番号(1234567)
どちらでの運用も可とする。

・取引明細番号は「（３）項目セットの方法 （取引明
細番号）」参照。

・数量、金額は不足数、不足金額をｾｯﾄ。

新規番号／元伝番号
運用のどちらの場合も、
10月に受領訂正分の
マイナス請求、マイナス
支払が行われる。

セット方法は原則として本資料の通りとするが、実運用の際には相対での確認とする 

６.受領訂正メッセージ
（３）項目セットの方法 ２）締めをまたがる場合
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受領訂正メッセージの「取引明細番号」のセット方法は以下の通りとする。

取引番号：1234567

取引

明細

番号

商

品

数

量

金額

1 Ａ ５ 500

2 Ｂ ４ 400

3 Ｃ ２ 200

合計 11 1100

取引番号：1234567

取引付属番号：1234567

取引付属明細番号：2

取引

明細

番号

商

品

数

量

金額

1又は2 Ｂ 1 100

合計 1 １00

取引番号：1234567

取引

明細

番号

商

品

数

量

金額

1 Ａ ５ 500

2 Ｂ ４ 400

3 Ｃ ２ 200

合計 11 1100

取引番号：0987654

取引付属番号：1234567

取引付属明細番号：2

取引

明細

番号

商

品

数

量

金額

1 Ｂ 1 100

合計 1 100

①受領訂正メッセージの取引番号を元番号(1234567)で運用する場合

・・・受領メッセージの元番号(2)、またはシーケンシャルに付番される番号(1)、どちらでの運用も可とする。
受領メッセージ 受領訂正メッセージ

②受領訂正メッセージの取引番号を新規番号(0987654)で運用する場合

・・・シーケンシャルに付番される番号(1)、のみの運用とする。
受領メッセージ 受領訂正メッセージ

ｼｰｹﾝｼｬﾙ
に付番さ
れる番号
のみ

元番号、
または
ｼｰｹﾝｼｬﾙ
番号

６.受領訂正メッセージ
 （４）項目セットの方法 （取引明細番号）



ＰＯＳ売上メッセージ

卸・メーカー

商品ﾏｽﾀ登録

値札作成

支払

小 売

商品ﾏｽﾀ登録

返品

値札作成依頼

販売情報共有 販売情報共有

消込

受領訂正メッセージ

POS情報

発注予定メッセージ

商品マスタ

値札メッセージ

集計表作成データ（発注用）

納品提案メッセージ

発注メッセージ

集計表作成データ（出荷用）

集計表作成データ
（出荷梱包紐付有）

出荷メッセージ

出荷梱包メッセージ（紐付有・無）

請求メッセージ

支払メッセージ

消込

買掛 売掛

請求

出荷

返品 返品メッセージ 返品受領

発注 受注

集計表作成データ（受領用）

受領メッセージ

検品
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位置付け

本メッセージを使用してデータ交換をおこなうにあたり、スーパー業界ではデータ容量の問題から

ＸＭＬスキーマでの送受信はおこなわず、ＣＳＶでの送受信とした。

留意点

７．ＰＯＳ売上メッセージ
（１）ＰＯＳ売上メッセージの説明 １）メッセージ策定方針

インターネットを使用した通信を前提とする。

（流通ＢＭＳのインフラで送受信することを原則とする）

 『標準CSV仕様』に従ったメッセージの作成をおこなう。

（ 詳細については『導入ガイドライン（業界編）』の「ＸＭＬ以外でのデータ交換（ＣＳＶ仕様）対
応」を参照 ）
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メッセージ項目の分類 概要

いつ １．集計期間 「時間帯」、「日」、「週」、「月」、「任意期間」、「レシート単位」など、ＰＯＳデータを集計する期間を設定する。

どこで ２．販売場所情報 【販売場所情報】
POSデータの集計対象となる販売店舗あるいは、複数店舗をひとくくりで集計する場合の販売場所をセット
する。
セット項目は販売場所コードのほかに、販売店舗が属する企業（企業コード、チェーンコードなど）や組織（事
業部コードや部門コードなど）、エリア、所在地など、各社が管理する販売場所情報を任意で設定する。

【販売場所営業情報】
販売店舗あるいは販売場所の営業開始時間、終了時間、開店日／休店日をセットする。

【買上客数】
販売場所レベル、販売店舗レベル、店内のフロアレベル、売場レベルなど、各社が管理する買上客数の管
理レベルを設定し、セットする（設定は５項目まで）。

３．ＰＯＳ情報
（レシート単位での
集計）

レシート単位で集計する場合に設定する。

【顧客属性】
年齢、性別、住所コードなど個人が特定されない顧客属性情報を設定し、セットする（設定は４項目まで）。

どのような
商品が

４．販売商品情報 【商品コード】
販売商品の商品コード（ＧＴＩＮ）、商品コード（発注用）、商品コード（取引先）をセットする。
【商品属性】
販売商品の商品名称、規格、カラーコード、サイズコード、販売開始日/販売終了日をセットする。
【商品分類】
各社が管理する「商品分類」情報（４項目まで）を任意で設定する。

どのくらい
売れたか

５．販売実績情報 集計期間内において、定番販売、特売販売など商品の販売形態に応じて一商品の売上数量と売上金額を
セットする。

６．取引実績情報 集計期間内において、商品の発注、仕入、期末在庫など商品の取引実績に応じて一商品の数量と金額を
セットする。
＊レシート単位での集計の場合は、当該項目の使用は不可

７．分析情報 集計期間内において、販売商品の客数、粗利益率、期間内商品順位など分析指標値に応じて一商品の分
析値をセットする。
＊レシート単位での集計の場合は、当該項目の使用は不可

７．ＰＯＳ売上メッセージ
（１）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ２）項目の分類



© 2025 Supply Chain Standards Management & Promotion Council , All rights reserved 69

集計期間の概要

販売店舗のＰＯＳデータを集計するにあたり、はじめに集計する期間の設定をおこなう。

集計期間を設定するにあたっては、以下に示す「集計開始日時」、「集計終了日時」、「集計単位コード」の３つの
項目は必ずセットする。また、集計期間内においてコメントをしたい場合は、必要に応じて登録する。

集計単位コード 例

01 日別時間帯集計 2009年1月7日の11時から13時までの各販売店舗のPOSデータの時間帯集計

02 日別集計 2009年1月15日の各販売店舗のPOSデータの日集計

03 週別集計 2009年1月7日から13日までの一週間の各販売店舗のPOSデータの週累計集計

04 月別集計 2009年1月中の各販売店舗のPOSデータの月累計集計

05 任意期間集計 2008年12月30日から2009年1月3日までの各販売店舗の期間累計集計

06 日別レシート単位集計

（日別時間帯のレシート集計も可能）

2009年1月15日の各販売店舗のPOSデータのレシート集計

（ 2009年1月15日の11時から13時までの各販売店舗のPOSデータのレシート集計）

集計期間で設定する項目 意味

集計開始日時（必須） POSデータの集計開始年月日および時間をセットする。

集計終了日時（必須） POSデータの集計終了年月日および時間をセットする。

集計単位コード（必須）＊１ POSデータの集計期間の単位を示す区分。

期間情報（任意） POSデータを集計する期間で特記したい事項をコメントする場合に使用する。

＊１：集計単位コードは、集計する期間を明確にするためのものである。
 集計単位コードはコードリスト化されており、設定範囲は以下のとおり。

【集計期間の項目】

７．ＰＯＳ売上メッセージ
（１）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ３）分類別説明＜１．集計期間＞
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【集計期間のセットパターン】

集計単位

セット項目

日別時間帯集計 日別集計 週別集計 月別集計

集計開始日時（必須） “20090107110000” “20090115000000” “20090107000000” “20090101000000”

集計終了日時（必須） “20090107130000” “20090115000000” “20090113000000” “20090131000000”

集計単位コード（必須） “01” “02” “03” “04”

期間情報（任意） “” “2009年1月15日の情報” “2009年1月第2週の情報” “2009年1月中の情報”

集計単位

セット項目

任意期間集計 日別レシート単位集計 日別時間帯別

レシート単位集計

集計開始日時（必須） “20081231000000” “20090115000000” “20090115110000”

集計終了日時（必須） “20090103000000” “20090115000000” “20090115130000”

集計単位コード（必須） “05” “06” “06”

期間情報（任意） “年末年始の情報” “2009年1月15日のレシート

単位の情報”

“時間帯別レシート単位の情

報”

＊集計開始日時／集計終了日時と集計単位コードは必ず同期させてセットする。

＊時間帯で集計する場合は、集計開始、集計終了の時分秒を必ずセットする。

 時間帯以外で集計する場合は、集計開始、集計終了の時分秒に「００００００」をセットする。

＊なお、時間帯の集計は、日別あるいはレシート単位の場合に使用し、週別、月別、任意期間での時間帯の

集計は原則おこなわない。

７．ＰＯＳ売上メッセージ
 （１）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ３）分類別説明＜１．集計期間＞
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販売場所情報の概要

販売場所情報は、ＰＯＳデータの集計期間内で集計の対象となる販売店舗の情報、あるいは複数店舗をひとくく

りで集計する場合の販売場所の情報を表す。

販売場所情報には、販売場所コード（販売店舗コード）や販売場所（販売店舗）のエリア、所在を表す情報、販売

場所（販売店舗）の営業時間と休店日を表す情報、販売場所（販売店舗）の買上客数を表す情報の３つからなる。

＜１．販売場所情報＞

販売場所情報を設定するにあたり、販売場所コード、販売場所GLNは必ずセットする。

販売場所コードには、集計の対象となる販売店舗のコード、あるいは複数店舗をひとくくりで集計する場合の販

売場所のコードをセットする。

また、販売場所コード、販売場所GLN以外に、販売場所の情報を補完するものとして、例えば以下のような情報

を任意で4項目まで設定することができる。

①企業を表す情報（ｅｘ：企業コード、会社コード、カンパニーコード、チェーンコードなど）

②事業部コード（ｅｘ：事業部コード、事業部・部門コードなど）

③地区／エリアを示すコード（ｅｘ：地区コード、部コード、エリアコードなど）

④所在地コード（ｅｘ：行政区画、郵便番号など） など

７．ＰＯＳ売上メッセージ
 （１）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ３）分類別説明＜ ２．販売場所情報＞
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＜２．販売場所営業情報＞

販売店舗あるいは販売場所の営業開始時間、営業終了時間をセットする。

また、販売店舗あるいは販売場所が休店日の場合は、コードリストの『開店日／休店日区分』から『02 休店日』

を選択しセットする。

＜３．買上客数＞

販売場所レベル、販売店舗レベル、店内のフロアレベル、売場レベルなど、各社が管理する買上客数の管理レ

ベルを5項目まで設定し、セットすることができる。

なお、単品レベルの買上客数のセットは『分析情報』でおこなう。

７．ＰＯＳ売上メッセージ
 １）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ３）分類別説明＜ ２．販売場所情報＞
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補足：販売店舗情報の買上客数のみをセットし送信する場合の取扱いについて

販売場所情報の買上客数のみをセットし送信するケースを考慮し、下図に示すように＜販売場所情報＞
以降のデータ項目（グレーの網がけ部分）については、セットせずに提供先に送信することができる。

【販売店舗情報の買上客数のみをセットする場合（ＣＳＶ形式のセットイメージ）】

７．ＰＯＳ売上メッセージ
 １）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ３）分類別説明＜ ２．販売場所情報＞

取引先 集計期間 販売場所

販売場所情報

取引先
コード

取引先
GLN

取引先
名称

集計開始
日時

集計終了
日時

集計単位
コード

期間情報 販売場所
コード

販売場所
GLN

販売場所
名称

販売場所
情報１

販売場所
情報２

販売場所
情報３

販売場所
情報４

【必須】 【必須】 【任意】 【必須】 【必須】 【必須】 【任意】 【必須】 【必須】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“33333” “0” “” “20090107000000” “20090107000000” “02” “” “33111” “0” “港区” “105” “” “” “”

“33333” “0” “” “20090107000000” “20090107000000” “02” “” “33222” “0” “千代田区” “100” “” “” “”

販売場所 POS情報

販売場所営業情報 買上客数

営業開始
時間

営業終了
時間

開店日
休店日区分

客数1 客数2 客数3 客数4 客数5 POSレシート
番号

顧客属性1 顧客属性2 顧客属性3 顧客属性4 販売時刻

【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“” “” “” “5000” “2000” “300” “” “” “” “” “” “” “” “”

“” “” “” “7000” “4000” “700” “” “” “” “” “” “” “” “”

販売商品情報

商品分類 商品コード 部門コード 商品属性

商品分類１ 商品分類2 商品分類3 商品分類4 商品コード
（ＧＴＩＮ）

商品コード
（発注用）

商品コード
（取引先）

部門・レジボ
タン番号

商品名 規格 カラーコード サイズコード 販売開始日 販売終了日

【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【必須】 【必須】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “”

“” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “”

販売実績情報 取引実績情報 分析情報

販売形態
区分

原価／売価等 取引実績
区分

金額／数量 分析情報区
分

分析数値

原単価 店頭売単価 売単価 値引額 割引額 小売／取引
先負担フラ
グ（区分）

売上数量 売上金額 数量 金額 数値

【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “”

“” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “”
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ＰＯＳ情報の概要

ＰＯＳ情報はレシート単位でのデータ集計をおこなうものであり、集計期間の設定で『06 日別レシート単位集計

（時間帯を含む）』を設定したときのみ、ＰＯＳ情報を使用することができる。 

『06 日別レシート単位集計』以外の集計単位コードを設定した場合は、ＰＯＳ情報を使用してはならない。

ＰＯＳ情報は、「ＰＯＳターミナルの番号」、ＰＯＳターミナルで発行した「レシートの連続番号」、「顧客属性」、「販

売時刻」を任意でセットする。

顧客属性については、年齢、性別、住所コードなど個人が特定されない顧客属性情報を各社４項目まで設定し、

セットすることができる。

なお、ＰＯＳ情報を使用する場合は、『取引実績情報』および『分析情報』の項目は使用できない。

７．ＰＯＳ売上メッセージ
 （ １）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ３）分類別説明＜ ３．ＰＯＳ情報＞
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７．ＰＯＳ売上メッセージ
 （ １）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ３）分類別説明＜ ３．ＰＯＳ情報＞

【日別レシート単位集計をおこなう場合に使用できる項目（ＣＳＶ形式のセットイメージ）】

取引先 集計期間 販売場所

販売場所情報

取引先
コード

取引先
GLN

取引先
名称

集計開始
日時

集計終了
日時

集計単位
コード

期間情報 販売場所
コード

販売場所
GLN

販売場所
名称

販売場所
情報１

販売場所
情報２

販売場所
情報３

販売場所
情報４

【必須】 【必須】 【任意】 【必須】 【必須】 【必須】 【任意】 【必須】 【必須】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“33333” “0” “” “20090107000000” “20090107000000” “06” “” “33111” “0” “港区” “105” “” “” “”

“33333” “0” “” “20090107000000” “20090107000000” “06” “” “33111” “0” “港区” “105” “” “” “”

販売場所 POS情報

販売場所営業情報 買上客数

営業開始
時間

営業終了
時間

開店日
休店日区分

客数1 客数2 客数3 客数4 客数5 POSレシート
番号

顧客属性1 顧客属性2 顧客属性3 顧客属性4 販売時刻

【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“” “” “” “5000” “2000” “300” “” “” “00001” “100” “35” “m” “” “102000”

“” “” “” “5000” “2000” “300” “” “” “00002” “243” “50” “f” “” “103000”

販売商品情報

商品分類 商品コード 部門コード 商品属性

商品分類１ 商品分類2 商品分類3 商品分類4 商品コード
（ＧＴＩＮ）

商品コード
（発注用）

商品コード
（取引先）

部門・レジボ
タン番号

商品名 規格 カラーコード サイズコード 販売開始日 販売終了日

【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【必須】 【必須】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“110000” “112000” “112500” “” “0” “49112501” “” “005” “ﾚﾄﾙﾄｶﾚｰ” “” “” “” “” “”

“550000” “551000” “551200” “” “0” “49551201” “” “007” “ﾗｰﾒﾝ6” “” “” “” “” “”

販売実績情報 取引実績情報 分析情報

販売形態
区分

原価／売価等 取引実績
区分

金額／数量 分析情報区
分

分析数値

原単価 店頭売単価 売単価 値引額 割引額 小売／取引
先負担フラ
グ（区分）

売上数量 売上金額 数量 金額 数値

【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“01” “” “250” “” “” “” “” “1” “250” “” “” “” “” “”

“01” “” “600” “” “” “” “” “1” “600” “” “” “” “” “”

レシート集計をおこなう場合は、『取引先』から『販売実績情報』までの項目は使用できるが、『取引実績情報』お
よび『分析情報』の項目は使用できない。

日別レシート集計
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７．ＰＯＳ売上メッセージ
 （ １）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ３）分類別説明＜ ３．ＰＯＳ情報＞

【日別レシート単位集計以外の集計をおこなう場合に使用できる項目（ＣＳＶ形式のセットイメージ）】

取引先 集計期間 販売場所

販売場所情報

取引先
コード

取引先
GLN

取引先
名称

集計開始
日時

集計終了
日時

集計単位
コード

期間情報 販売場所
コード

販売場所
GLN

販売場所
名称

販売場所
情報１

販売場所
情報２

販売場所
情報３

販売場所
情報４

【必須】 【必須】 【任意】 【必須】 【必須】 【必須】 【任意】 【必須】 【必須】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“33333” “0” “” “20090107000000” “20090107000000” “02” “” “33111” “0” “港区” “105” “” “” “”

“33333” “0” “” “20090107000000” “20090107000000” “02” “” “33111” “0” “港区” “105” “” “” “”

販売場所 POS情報

販売場所営業情報 買上客数

営業開始
時間

営業終了
時間

開店日
休店日区分

客数1 客数2 客数3 客数4 客数5 POSレシート
番号

顧客属性1 顧客属性2 顧客属性3 顧客属性4 販売時刻

【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“” “” “” “5000” “2000” “300” “” “” “” “” “” “” “” “”

“” “” “” “5000” “2000” “300” “” “” “” “” “” “” “” “”

販売商品情報

商品分類 商品コード 部門コード 商品属性

商品分類１ 商品分類2 商品分類3 商品分類4 商品コード
（ＧＴＩＮ）

商品コード
（発注用）

商品コード
（取引先）

部門・レジボ
タン番号

商品名 規格 カラーコード サイズコード 販売開始日 販売終了日

【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【必須】 【必須】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“110000” “112000” “112500” “” “0” “49112501” “” “005” “ﾚﾄﾙﾄｶﾚｰ” “” “” “” “” “”

“550000” “551000” “551200” “” “0” “49551201” “” “007” “ﾗｰﾒﾝ6” “” “” “” “” “”

販売実績情報 取引実績情報 分析情報

販売形態
区分

原価／売価等 取引実績
区分

金額／数量 分析情報区
分

分析数値

原単価 店頭売単価 売単価 値引額 割引額 小売／取引
先負担フラ
グ（区分）

売上数量 売上金額 数量 金額 数値

【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“01” “” “250” “” “” “” “” “150” “37500” “01” “300” “66000” “05” “3”

“01” “” “600” “” “” “” “” “100” “60000” “01” “200” “114000” “05” “2”

日別レシート単位集計以外の集計をおこなう場合は『ＰＯＳ情報』の項目は使用できない。

日別集計
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販売商品情報の概要

ＰＯＳデータの集計期間内で集計の対象となる販売店舗あるいは販売場所の一商品情報を表す。

販売商品情報には、集計する商品そのものを表す商品コード、商品の属性を表す情報、商品の分類を表す情報、
部門単位で集計する場合の部門コードの４つからなる。

＜１．商品コード＞

商品コードを使用するにあたり、商品コード（ＧＴＩＮ）、商品コード（発注用）は必ずセットする。商品コード（取引
先）は必要に応じて任意にセットする。

＜２．部門コード＞

 「部門コード」は、部門単位でＰＯＳデータを集計する際に使用する。

【補足：POSで発生する商品コードのパターン】

カラー

カラー

サイズ

サイズ

＋

＋ ※「コード」＋「カラー」／「サイズ」で単品認識
する場合がある。

⇒①のGTINによるPOSスキャンが一般的である
ことから「必須」とする。

ＧＴＩＮ

小売独自

商品コード
＋

取引先

品番
＋

部門コード

①

②

③

④ ⇒④「部門コード」は①～③と併記することを
   前提とするが、④のみのセットも可とする。

⇒②「小売独自商品コード」、③「取引先品番」は
任意とし、①GTINとの併記を可とする。

７．ＰＯＳ売上メッセージ
 （１）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ３）分類別説明＜ ４．販売商品情報＞
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＜３．商品属性＞

商品コードを補完する情報として以下の項目を任意項目としてセットすることができる。

①商品名称

②規格

③カラーコード

④サイズコード

⑤販売開始日/販売終了日

＜４．商品分類＞

各社が管理する「商品分類」情報を任意で4項目まで設定し、セットすることができる。

なお、当該項目を設定しセットする際には、集計する商品の分類情報と関連していることが原則となる。

例えば、商品分類で使用する情報には、以下のようなものがあげられる。

・小売で管理している商品分類を表す独自コード

・JICFSコード

・メーカコードなど

７．ＰＯＳ売上メッセージ
 （１）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ３）分類別説明＜ ４．販売商品情報＞
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販売実績情報の概要

ＰＯＳデータの集計期間内で集計の対象となる販売店舗あるいは販売場所の一商品の売上に関わる実績を表す。

販売実績情報は、販売形態に応じて一商品の売上数量と売上金額をセットする。

なお、販売形態はコードリスト化されており、売上数量と売上金額をセットする際には、以下の手順でおこなう。

①ＰＯＳデータ集計期間内での一商品の販売形態（定番、特売、プロモーションなど）に応じて店頭売単価、売単

 価、原単価、値引額、割引額を任意でセットする。

②販売形態に応じてＰＯＳデータ集計期間内で販売した一商品の売上数量をセットする。

③販売形態に応じて「店頭売単価」に②でセットした売上数量を掛け合わせた売上金額をセットする。

原価／売価等

販売形態

原単価 店頭

売単価

売単価 値引額 割引額 小売／取引

先負担フラグ

（区分）

売上数量 売上金額

01：定番 100 126 12,600

02：準特価（中目）

03：特売（チラシ） 98 348 34,104

04：特売（エンド）

05：プロモーション（値引） 70 100 30 03（双方負担） 450 31,500

06：プロモーション（割引）

07：値下

08：処分

09：返品 100 -1 -100

09：返品 70 100 30 01（小売負担） -5 -350

＊返品の場合、売上数量および売上金額はマイナスの符号を付けてセットする。

定番品

の返品

ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

品の返品

コードリスト化
（「09返品」以降の項目の使用は
相対で取り決める）

①原価／売価等をセット ②売上数量をセット ③売上金額をセット

７．ＰＯＳ売上メッセージ
 （１）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ３）分類別説明＜ ５．販売実績情報＞

【販売実績情報のセット例】
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取引実績情報の概要

ＰＯＳデータの集計期間内で集計の対象となる販売店舗あるいは販売場所の一商品の取引に関わる実績を表す。

取引実績の項目はコードリスト化されており、取引の実績に応じて一商品の数量と金額を任意でセットする。

取引実績項目 数量 金額

01：発注 20 10,000

02：仕入 20 10,000

03：期首在庫 50 25,000

04：期末在庫 50 25,000

05：棚卸在庫 50 25,000

06：移動 0 0

07：取引先返品 0 0

08：廃棄 -2 -1,000

09：売価変更 0 0

NN：相対

７．ＰＯＳ売上メッセージ
 （１）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ３）分類別説明＜ ６．取引実績情報＞

【取引実績情報のセット例】

06：移動から09：売価変更まで
の数量および金額はマイナスの
符号を付けてセットする。

「09：売価変更」以降の項目の使用は相対で
取り決める。
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分析情報の概要

ＰＯＳデータの集計期間内で集計の対象となる販売店舗あるいは販売場所の一商品の各種分析結果を表す。

分析指標の項目はコードリスト化されており、分析指標に応じて一商品の分析結果の値を任意でセットする。

なお、各分析指標の算出方式や数値の単位については、相対で取り決める。

分析指標項目 分析値

01：客数 20,000（人）

02：構成比 50（％）

03：粗利益率 30（％） 

04：粗利益高 1,200,000（円）

05：期間内商品順位 10（位）

06：期間内商品ランク 10（位）

NN：相対

【取引実績情報のセット例】

「06：期間内商品ランク」以降の項目の使用
は相対で取り決める。

７．ＰＯＳ売上メッセージ
 （１）ＰＯＳ売上メッセージの説明 ３）分類別説明＜ ７．分析情報＞
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７．ＰＯＳ売上メッセージ
（２）ＰＯＳ売上メッセージのセット方法

小売Xは卸Yに対して、2009年2月3日付けの販売情報を集計し提供する。

集計期間は日別集計とし、港区店舗の２つの商品について主に「販売実績情報」の売上数量、売上金額を集
計した。

【セット例】

取引先 集計期間 販売場所

販売場所情報

取引先
コード

取引先
GLN

取引先
名称

集計開始
日時

集計終了
日時

集計単位
コード

期間情報 販売場所
コード

販売場所
GLN

販売場所
名称

販売場所
情報１

販売場所
情報２

販売場所
情報３

販売場所
情報４

【必須】 【必須】 【任意】 【必須】 【必須】 【必須】 【任意】 【必須】 【必須】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“33333” “0” “” “20090203000000” “20090203000000” “02” “” “33111” “0” “港区” “105” “” “” “”

“33333” “0” “” “20090203000000” “20090203000000” “02” “” “33111” “0” “港区” “105” “” “” “”

販売場所 POS情報

販売場所営業情報 買上客数

営業開始
時間

営業終了
時間

開店日
休店日区分

客数1 客数2 客数3 客数4 客数5 POSレシート
番号

顧客属性1 顧客属性2 顧客属性3 顧客属性4 販売時刻

【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “”

“” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “” “”

販売商品情報

商品分類 商品コード 部門コード 商品属性

商品分類１ 商品分類2 商品分類3 商品分類4 商品コード
（ＧＴＩＮ）

商品コード
（発注用）

商品コード
（取引先）

部門・レジボ
タン番号

商品名 規格 カラーコード サイズコード 販売開始日 販売終了日

【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【必須】 【必須】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“110000” “112000” “112500” “” “0” “49112501” “” “” “ﾚﾄﾙﾄｶﾚｰ” “” “” “” “” “”

“550000” “551000” “551200” “” “0” “49551201” “” “” “ﾗｰﾒﾝ6” “” “” “” “” “”

販売実績情報 取引実績情報 分析情報

販売形態
区分

原価／売価等 取引実績
区分

金額／数量 分析情報区
分

分析数値

原単価 店頭売単価 売単価 値引額 割引額 小売／取引
先負担フラ
グ（区分）

売上数量 売上金額 数量 金額 数値

【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】 【任意】

“01” “” “250” “” “” “” “” “150” “37500” “” “” “” “” “”

“03” “” “498” “” “” “” “” “200” “99600” “” “” “” “” “”

日別集計



値引・値引依頼メッセージ

卸・メーカー

商品ﾏｽﾀ登録

値札作成

支払

小 売

商品ﾏｽﾀ登録

返品

値札作成依頼

販売情報共有 販売情報共有

消込

受領訂正メッセージ

POS情報

発注予定メッセージ

商品マスタ

値札メッセージ

集計表作成データ（発注用）

納品提案メッセージ

発注メッセージ

集計表作成データ
（出荷梱包紐付有）

出荷梱包メッセージ（紐付有・無）

請求メッセージ

支払メッセージ

検品

消込

買掛 売掛

請求

出荷

返品 返品メッセージ 返品受領

発注 受注

集計表作成データ（受領用）

受領メッセージ

集計表作成データ（出荷用）
出荷メッセージ

値引処理値引処理
値引依頼メッセージ

値引メッセージ
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８. 値引メッセージ
（１）値引メッセージの説明 １）メッセージ策定方針

位置付け

本メッセージは、既に標準仕様が定義されている請求及び支払メッセージに記載できる値引情報（支払

内容：1004 値引明細）の取引内容を伝達するために設計されている。

各企業における「値引」等の名称及び取引内容が異なるため、流通BMSの仕様では「返還インボイス」に

該当する値引」と定義した。「返還インボイス」対象取引の内容については、企業間の事前契約等を相対企業

との間で取り交わした内容を基に判断するものとする。（契約等の内容に関しての定義は行わない）

標準仕様の策定方針

 現行、先に値引合計金額などの情報のみを伝達し、その後に取引明細を伝達する
という運用を考慮し、発生タイミング、及び情報伝達の粒度（合計金額のみ、取引
明細のみ、合計を含む取引内容）の違いを一つのメッセージで表現できること。

 １回の値引処理を複数店舗に分割する内容を記載可能する

 値引処理が、１つの取引、もしくは複数取引が対象となる内容を記載可能とする
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８. 値引メッセージ
（１）値引メッセージの説明 ２）目的

現行業務の効率化高度化を実現する

請求および支払メッセージで伝達する内容（支払内容：1004 値引明細）の取引内容を電子的に
送ることで、処理の効率化が見込まれる（期待効果）

 請求及び支払メッセージの「支払内容：1004」にセットした情報（一意に特定できるデータ
項目により）の取引内容として連携

 取引先間で決められた様式等を各様ツールや個別仕様のフォーマットで作成し伝達して
いた処理を、流通BMS仕様に統合することが可能

 値引メッセージの運用により「返還インボイス」の取引記録として扱う範囲が拡大する
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８. 値引メッセージ
（１）値引メッセージの説明 ３）値引メッセージの定義（適用範囲）

 返還インボイス対象の取引

 取引に対する対価の返還を行う

＃ 相対企業間の取り交わし（事前契約など）で、一定以上の売り上げ実績があった相
手先に対して、事前に取り決めた額や率により、売上代金の減額や返金を行う取引

＃ 相対企業間の合意により、商品の額を減額する取引
商品の品質等の理由、原価金額の記載ミス など

＃ 返還インボイスの必要要素である、譲渡年月（元納品日）に相当する記載が必要
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８. 値引メッセージ
（１）値引メッセージの説明 ３）値引メッセージの定義（対象外の取引）

◆下記の取引は、値引メッセージの対象外とする

◆役務の提供等として、買い手側の売上取引

 相対企業間の取り交わしで、一定以上の売り上げ実績があった相手先に対
して、事前に取り決めた額や率により、買い手側の役務等の対価として売り
手側が支払う

• 販売奨励金 など

 買い手側が提供するサービス等の対価

 原価金額の訂正処理や数量訂正処理、及び値増処理の使用
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８. 値引メッセージ
（２）値引メッセージのビジネスプロセス

本モデルでは、事前契約または覚書等にて返還インボイス対象であることを相対企業で取り交わしたう
えで「値引メッセージ」を使用するものとする。

「値引メッセージ」は、通常、卸・メーカー側（売り手）から小売側（買い手）に渡すのが正式なデータ交換方
式となるが、値引業務のバリエーションとして、小売側からの「値引依頼メッセージ」（DiscountRequest)
定義で運用を行えるものとする。

値引条件合意 値引条件合意

値引 値引値引メッセージ

■値引業務プロセス・イメージ

値引 値引値引依頼メッセージ

小売 卸・メーカー

小売から値引情
報を送信する場
合は、小売開始
型の値引依頼メッ
セージ定義を使用
する
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８. 値引メッセージ
（３）値引メッセージについての留意点

●値引メッセージについて

・値引運用については、２００５年１１月１日に施行された「大規模小売業者による納入業者との取
引における特定の不公正な取引方法」（以下「大規模小売業告示」という）にて、原則禁止されて
いる。 但し、１類型については例外規定がなされている。
本モデルでは、この例外規定に則り「値引メッセージ」を使用するものとする。また、値引業務の
バリエーションとして、小売開始型の「値引依頼メッセージ」での運用を行えるものとする。

・「値引メッセージ」「値引依頼メッセージ」は、返還インボイス対象の取引に該当し、且つ小売・卸
両社にて合意がなされた場合のみ使用可能とする。
ルールに基づいた使用ができない企業は、流通BMSで規定された「値引メッセージ」「値引依頼
メッセージ」を使用せず、 従来通り、当事者間で取り決めたルールで運用する。

・値引運用については、必ずしも「値引メッセージ」「値引依頼メッセージ」を利用しなければならない
ものではなく、相対合意の上で現状の運用を継続することは問題ないこととする。
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８. 値引メッセージ
（４）データ項目のセット方法 １）譲渡年月１／譲渡年月２

譲渡年月１／譲渡年月２

• 適格請求書等保存方式（インボイス制度）施行に伴い、「返還インボイス」の要件として、「売上に係
る対価の返還等を行う場合、基となった課税資産の譲渡等を行った年月日の記載が必要」となるた
め、値引メッセージ及び値引依頼メッセージに、値引対象商品等の「譲渡日（元納品日）」を格納する
項目が必要である。

• 「譲渡日（元納品日）」に格納する年月日ついては、「適格請求書を交付した売上げに係るものにつ
いては、課税期間の範囲で一定の期間の記載で差し支えない」という内容に基づき、月単位や「○月
～△月分」といった記載も認められているため、格納項目名は「譲渡年月１」「譲渡年月２」としている。

 どのような年月や期間で格納・運用するかは、小売、卸・メーカー相対で確認の上決定するも
のとする。

 値引メッセージ及び値引依頼メッセージを利用する場合、協定シート等で双方確認の上利用
する。

 尚「返還インボイス」は、売上げに係る対価の返還を受ける課税事業者に対して交付しなけれ
ばならないため、「値引」の場合、卸・メーカー（売り手側）が小売（買い手側）に対し交付するこ
とが原則となるが、企業間の運用条件に基づき小売から卸・メーカーへの交付であっても事前
に文章等で運用の確認を行っていれば認められている。

＜ 譲渡年月（元納品年月）の格納例 ＞
・１つの取引に対して「値引」処理を行なう場合は、出荷もしくは受領メッセージの日付を記載

例）「2025年03月10日」 ⇒ 「譲渡年月１」に「2025-03」で格納する。 （「譲渡年月２」は使用しない）

・ 複数取引に対して「値引」処理を行なう場合は、「一定の期間」の格納運用の場合
例）「2024年11月～2025年3月」 ⇒ 「譲渡年月１」に「2024-11」(From)、「譲渡年月２」に「2025-03」(To)を格納する。
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８. 値引メッセージ
（４）データ項目のセット方法 ２）メッセージ項目セット例①

 単一の発注・出荷・受領メッセージの対として使用する場合

 元の取引において何らかの問題があった場合
 原価の記載ミス
 納品した商品の品質に問題あり など

 元の取引番号内の値引対象商品に対して
 値引金額合計
 単品の値引額
 対象となる商品数
 値引理由コード など

 インボイス要件
 譲渡年月 など

を記載する

※元伝票・元明細に対し、
 値引対象商品がある
 値引パターン
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８. 値引メッセージ
（４）データ項目のセット方法 ２）メッセージ項目セット例①

＜支払法人＞
支払法人コード

＜発注者＞
発注者コード
＜請求取引先＞

請求取引先コード
＜取引＞

取引番号 ： ４０００００１
取引先コード
＜取引内容＞

計上日 ： ２０２４年１２月２５日
支払金額符号 ： －
支払金額 ： ２００
支払内容 ： １００４

発注or出荷or受領 値引

＜支払法人＞
支払法人コード

＜発注者＞
発注者コード

＜取引＞
取引番号 ： １０００００１
請求取引先コード
取引先コード

＜取引内容＞
発注日 ： ２０２４年１２月２０日
計上日 ： ２０２４年１２月２２日（予定日）

＜取引合計＞
原価金額合計 ： ６，０００円
数量合計 ： ７

＜取引明細＞
取引明細番号 ： ０１
商品コード（発注用）
原価金額 ： ５００円
発注数量（バラ） ： ２

＜取引明細＞
取引明細番号 ： ０２
商品コード（発注用）
原価金額 ： １，０００円
発注数量（バラ） ： ４

 ＜取引明細＞
・・・・

＜支払法人＞
支払法人コード

＜発注者＞
発注者コード

＜取引＞
取引番号 ： ４０００００１
請求取引先コード
取引先コード

＜取引内容＞
発注日 ： ２０２４年１２月２０日
計上日 ： ２０２４年１２月２５日

※値引確定の計上日
＜取引合計＞

値引金額合計 ： ２００円

＜取引明細＞
取引明細番号 ： ０１
元取引番号 ： １０００００１
元取引明細番号 ： ０２
値引理由コード
商品コード（発注用）
値引金額 ： １００円
値引数量（バラ） ： ２
譲渡年月１ ： ２０２４１２

発注・出荷・受領メッセージで記載した一つの取引に対する、値引及び請求／支払メッセージでの引継ぎについての例
赤字の部分については、前のメッセージでセットされた値が後のメッセージに引き継がれる。

■ 赤字は引継項目 ■青字は基本的には新規記載項目 ■灰色の字は引き継がない項目

請求

＜支払法人＞
支払法人コード

＜発注者＞
発注者コード
＜請求取引先＞

請求取引先コード
請求書番号
＜取引＞

取引番号 ： ４０００００１
取引先コード
＜取引内容＞

計上日 ： ２０２４年１２月２５日
請求金額符号 ： －
請求金額 ： ２００
支払内容 ： １００４

支払

※ 値引MSGの値引金額合計を記載

※ 値引MSGの値引金額合計を記載



© 2025 Supply Chain Standards Management & Promotion Council , All rights reserved 93

８. 値引メッセージ
（４）データ項目のセット方法 ３）メッセージ項目セット例②

 発注・出荷・受領メッセージの対とならない場合

 一定期間の間の取引に対して事前契約した場合
 キャンペーン値引
 売上達成値引 など

 値引対象商品に対して
 値引金額合計
 単品の値引額
 対象となる商品数
 値引理由コード など

 インボイス要件
 譲渡年月（必要に応じて、From-To）

を記載する

※元伝票・元明細などと
１対１で紐づかない
値引パターン
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８. 値引メッセージ
（４）データ項目のセット方法 ３）メッセージ項目セット例②

＜支払法人＞
支払法人コード

＜発注者＞
発注者コード
＜請求取引先＞

請求取引先コード
＜取引＞

取引番号 ： ４００００２０
取引先コード
＜取引内容＞

計上日 ： ２０２４年１２月２５日
支払金額符号 ： －
支払金額 ： １００００
支払内容 ： １００４

値引

＜支払法人＞
支払法人コード

＜発注者＞
発注者コード

＜取引＞
取引番号 ： ４００００２０
請求取引先コード
取引先コード

＜取引内容＞
計上日 ： ２０２４年１２月２５日

※値引確定の計上日
＜取引合計＞

値引金額合計 ： １００００円

＜取引明細＞
取引明細番号 ： ０１
値引理由コード
商品コード（発注用）
値引金額 ： １００００円
値引数量（バラ） ： １０００
譲渡年月１ ： ２０２４０６
譲渡年月２ ： ２０２４１２

値引メッセージで記載した項目の請求／支払メッセージでの引継ぎについて例を示す。
赤字の部分については、前のメッセージでセットされた値が後のメッセージに引き継がれる。

■ 緑字は以前の取引で使用した項目 ■ 赤字は引継項目 ■青字は基本的には新規記載項目 ■灰色の字は引き継がない項目

請求

＜支払法人＞
支払法人コード

＜発注者＞
発注者コード
＜請求取引先＞

請求取引先コード
請求書番号
＜取引＞

取引番号 ： ４００００２０
取引先コード
＜取引内容＞

計上日 ： ２０２４年１２月２５日
請求金額符号 ： －
請求金額 ： １００００
支払内容 ： １００４

支払

※ 値引MSGの値引金額合計を記載

※ 値引MSGの値引金額合計を記載



（ご参考）メッセージ構造
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１．メッセージの構造
（１）ＸＭＬについて

流通ビジネスメッセージ標準は、ＸＭＬ言語で記述されている。

ＸＭＬは、Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ Ｍａｒｋｕｐ Ｌａｎｇｕａｇｅ の略であり、
タグと呼ばれるマークを使用して、文書構造を記述する言語である。
ＸＭＬは、

①各データ項目単位に、データの内容を表すタグが付いている
②複数のデータ項目をグループ化（構造化）することが可能である

といった特徴を持つ、柔軟性の高い言語である。

ＥＤＩ標準にＸＭＬを採用することによって、従来のＥＤＩにはない、
“システム環境に依存することなくデータの転送を行える”
“人手を介するデータの検索、加工、転記が不要である”
といったメリットが生まれる。
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１．メッセージの構造
（２）メッセージの基本的構造について

②メッセージ情報

③発注ヘッダー

④取引ヘッダー

⑤明細

①ＳＢＤＨ

流通ビジネスメッセージ標準の各メッセージは、基本的に以下の図の通り、①ＳＢＤＨ※、②宛先ヘッダー、③発注ヘッダー、
④取引ヘッダー ⑤明細

５つの部分から構成される。

① ＳＢＤＨ
メッセージの送受信に必要な情報を記述

送信プロトコルの規定に従って参照される。

② メッセージ情報
メッセージに含まれる取引件数や、最終送信先への送受信

件数を集計するのに用いられる。

③ 発注ヘッダー

送信されるメッセージの取引に関するデータを括る発注者

と支払法人が記述される。出荷梱包の場合のみ発注者と

最終納品先ごとの梱包に関する情報を括る故取引先や直

接納品先などの項目が記述される。

④ 取引ヘッダー
一取引における取引明細情報を括る項目が記述される。

伝票での伝票ヘッダーにあたる。

⑤ 明細 一取引における取引明細が記述される。

※ＳＢＤＨとは、UN/CEFACTのSTANDARD BUSINESS DOCUMENT HEADERの略であり、メッセージ・ヘッダーとして用いる。
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繰り返し

繰り返し

ＳＢＤＨにはデータ整合性
に関する項目をマッピング

①ＳＢＤＨ

送信単位
（メッセージに付属）

繰り返し
繰り返し

繰り返し

①メッセージ情報 11.メッセージ識別IID、12.送信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、
   13.最終受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、14.直接受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 15.取引数

1.送信者ID
2.送信者ID発行元
3.受信者ID
4.受信者ID発行元
5.バージョン

6.インスタンスID
7.メッセージ種
8.作成日時
9.テスト区分ID
10.最終送信先ID

③ 発行依頼ヘッダー
＜値札発行依頼情報＞

発行依頼番号
＜値札様式＞
＜発行依頼内容＞

バーコード情報
＜バーコード＞

印字内容
＜印字内容（自由使用）＞

＜発注商品情報＞
取引番号（発注・返品）
取引明細番号（発注・返品）
＜商品＞

＜原価＞
＜売価＞

② 値札メッセージヘッダ
＜発行依頼者＞
＜発行者＞
＜値札納入先＞

④ 発行依頼明細
＜値札発行依頼明細＞

発行依頼明細番号
＜発行数量＞
＜価格表示方法＞
＜印字内容（商品）＞
＜印字内容（価格）＞
＜印字内容（バンドル）＞

２．メッセージ別の階層構造概要
値札メッセージ

・
・
・
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２．メッセージ別の階層構造概要
商品提案（カタログ）メッセージ

ＳＢＤＨにはデータ整合性
に関する項目をマッピング

繰り返し

送信単位（メッセージに付属）

繰り返し

1.送信者ID
2.送信者ID発行元
3.受信者ID
4.受信者ID発行元
5.バージョン

繰り返し

6.インスタンスID
7.メッセージ種
8.作成日時
9.テスト区分ID
10.最終送信先ID

③
＜取引先＞

②メッセージ情報 11.メッセージ識別IID、12.送信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、13.最終受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ
 14.直接受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 15.取引数

①ＳＢＤＨ

④
＜提案＞
 管理番号

＜発注者＞
＜取引内容＞

提案日
商品提案開始日
商品提案終了日

⑤
＜取引明細＞

明細番号
＜商品＞
＜商品規格＞
＜日付＞
＜取引先詳細＞
＜原価＞
＜売価＞
＜税額＞
＜予定数量＞

⑥
＜店舗情報＞

 納品日
＜直接納品先＞
＜最終納品先＞
＜原価＞
＜売価＞
＜税額＞
＜店舗予定数量＞

繰り返し
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２．メッセージ別の階層構造概要
商品提案（商品マスタ）メッセージ

ＳＢＤＨにはデータ整合性
に関する項目をマッピング

繰り返し

送信単位（メッセージに付属）

繰り返し

1.送信者ID
2.送信者ID発行元
3.受信者ID
4.受信者ID発行元
5.バージョン

繰り返し

6.インスタンスID
7.メッセージ種
8.作成日時
9.テスト区分ID
10.最終送信先ID

③
＜取引先＞

②メッセージ情報 11.メッセージ識別IID、12.送信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、13.最終受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ
 14.直接受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 15.取引数

①ＳＢＤＨ

④
＜提案＞
 管理番号

＜発注者＞
＜取引内容＞

提案日
商品提案開始日
商品提案終了日

⑤
＜取引明細＞

明細番号
＜商品＞
＜商品規格＞
＜日付＞
＜取引先詳細＞
＜原価＞
＜売価＞
＜税額＞
＜予定数量＞

⑥
＜店舗情報＞

 納品日
＜直接納品先＞
＜最終納品先＞
＜原価＞
＜売価＞
＜税額＞
＜店舗予定数量＞

繰り返し
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２．メッセージ別の階層構造概要
商品提案（価格提案）メッセージ

ＳＢＤＨにはデータ整合性
に関する項目をマッピング

繰り返し

送信単位（メッセージに付属）

繰り返し

1.送信者ID
2.送信者ID発行元
3.受信者ID
4.受信者ID発行元
5.バージョン

繰り返し

6.インスタンスID
7.メッセージ種
8.作成日時
9.テスト区分ID
10.最終送信先ID

③
＜取引先＞

②メッセージ情報 11.メッセージ識別IID、12.送信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、13.最終受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ
 14.直接受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 15.取引数

①ＳＢＤＨ

④
＜提案＞
 管理番号

＜発注者＞
＜取引内容＞

提案日
商品提案開始日
商品提案終了日

⑤
＜取引明細＞

明細番号
＜商品＞
＜商品規格＞
＜日付＞
＜取引先詳細＞
＜原価＞
＜売価＞
＜税額＞
＜予定数量＞

⑥
＜店舗情報＞

 納品日
＜直接納品先＞
＜最終納品先＞
＜原価＞
＜売価＞
＜税額＞
＜店舗予定数量＞

繰り返し
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２．メッセージ別の階層構造概要
発注予定メッセージ

ＳＢＤＨにはデータ整合性
に関する項目をマッピング

繰り返し

送信単位（メッセージに付属）

1.送信者ID
2.送信者ID発行元
3.受信者ID
4.受信者ID発行元
5.バージョン

繰り返し

6.インスタンスID
7.メッセージ種
8.作成日時
9.テスト区分ID
10.最終送信先ID

③発注ヘッダー
＜支払企業＞
＜発注者＞

②メッセージ情報 11.メッセージ識別IID、12.送信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、13.最終受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ
  14.直接受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 15.取引数

①ＳＢＤＨ

④取引ヘッダー
＜取引＞
 取引番号（発注・返品）
 取引付属番号

 期間区分
 店集計区分
 納品予定開始日
 納品予定終了日

＜直接納品先＞
＜最終納品先＞
＜請求取引先＞
＜取引先＞
＜取引内容＞
＜取引合計＞

⑤明細
＜取引明細＞

取引明細番号（発注・返品）
取引付属明細番号
＜商品＞
＜商品規格＞
＜原価＞
＜売価＞
＜税額＞
＜発注数量＞

繰り返し
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２．メッセージ別の階層構造概要
納品提案メッセージ

ＳＢＤＨにはデータ整合性
に関する項目をマッピング

繰り返し

②メッセージ情報 11.メッセージ識別IID、12.送信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、13.最終受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ
 14.直接受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 15.取引数

③発注ヘッダー
＜送信者＞
＜発注予定者＞

④取引ヘッダー
＜取引＞
 納品提案番号

＜最終納品先＞
＜請求取引先＞
＜取引先＞
＜取引内容＞

⑤明細
＜取引明細＞

納品提案明細番号
＜商品＞
＜カラー＞
＜サイズ＞
＜原価＞
＜売価＞
＜発注数量＞

送信単位（メッセージに付属）

繰り返し

①ＳＢＤＨ

1.送信者ID
2.送信者ID発行元
3.受信者ID
4.受信者ID発行元
5.バージョン

繰り返し

6.インスタンスID
7.メッセージ種
8.作成日時
9.テスト区分ID
10.最終送信先ID
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ＳＢＤＨにはデータ整合性
に関する項目をマッピング

①ＳＢＤＨ

送信単位
（メッセージに付属）

②メッセージ情報 11.メッセージ識別IID、12.送信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、13.最終受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ
  14.直接受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 15.取引数

1.送信者ID
2.送信者ID発行元
3.受信者ID
4.受信者ID発行元
5.バージョン

6.インスタンスID
7.メッセージ種
8.作成日時
9.テスト区分ID
10.最終送信先ID

③発注ヘッダー
＜発注者＞

④取引ヘッダー
＜取引＞
 取引番号（発注・返品）
 取引付属番号

 ＜直接納品先＞
＜物流関連指示＞  ←「指定納品時刻」

⑤明細
＜取引明細＞

取引明細番号（発注・返品）
取引付属明細番号

＜商品＞
売単価(任意）

＜発注単位＞ 

＜最終納品先＞
最終納品先コード
最終納品先名称

＜物流関連印字内容＞
＜店舗売価＞

店舗売単価（任意）
＜店舗発注数量＞

２．メッセージ別の階層構造概要
集計表作成データ（発注）

繰り返し

繰り返し

繰り返し

繰り返し
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ＳＢＤＨにはデータ整合性
に関する項目をマッピング

①ＳＢＤＨ

送信単位
（メッセージに付属）

②メッセージ情報 11.メッセージ識別IID、12.送信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、13.最終受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ
  14.直接受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 15.取引数

1.送信者ID
2.送信者ID発行元
3.受信者ID
4.受信者ID発行元
5.バージョン

6.インスタンスID
7.メッセージ種
8.作成日時
9.テスト区分ID
10.最終送信先ID

繰り返し

③発注ヘッダー
＜発注者＞

④取引ヘッダー
＜取引＞
 取引番号（発注・返品）
 取引付属番号

 ＜直接納品先＞
＜物流関連指示＞  ←「指定納品時刻」、「輸送手段」含む

⑤明細
＜取引明細＞

取引明細番号（発注・返品）
取引付属明細番号

＜商品＞
売単価(任意）

＜発注単位＞ 
＜出荷数量＞
＜欠品数量＞

繰り返し

繰り返し

＜最終納品先＞
最終納品先コード
最終納品先名称

＜物流関連印字内容＞
＜店舗売価＞

店舗売単価（任意）
＜店舗出荷数量＞
＜店舗欠品数量＞

繰り返し

２．メッセージ別の階層構造概要
集計表作成データ（出荷）
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繰り返し

＜出荷梱包内容＞
親梱包ＮＯ
梱包ＮＯ

＜陳列場所＞
＜物流関連

 印字内容＞

⑤明細
＜取引明細＞

取引明細番号（発注・返品）
取引付属明細番号

＜商品＞

＜区分＞
＜発注数量＞
＜出荷数量＞
＜原価＞
＜売価＞

繰り返し

③発注ヘッダー
＜請求取引先＞
＜取引先＞
＜直接納品先＞
＜物流関連指示＞ ←「指定納品時刻」、「輸送手段」含む
出荷総梱包数

＜ＩＴＦ情報＞
＜陳列場所＞
＜取引明細＞

＜売価＞

＜欠品情報＞
＜商品＞

＜売価＞

繰り返し

ＳＢＤＨにはデータ整合性
に関する項目をマッピング

①ＳＢＤＨ

送信単位
（メッセージに付属）

③発注ヘッダー
＜発注者＞
＜最終納品先＞ ←集計表作成ﾃﾞｰﾀよりｾｯﾄ
カゴテナＮＯ

繰り返し

繰り返し
・・・

・・・

繰り返し

②メッセージ情報 11.メッセージ識別IID、12.送信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、13.最終受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ
  14.直接受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 15.取引数

1.送信者ID
2.送信者ID発行元
3.受信者ID
4.受信者ID発行元
5.バージョン

6.インスタンスID
7.メッセージ種
8.作成日時
9.テスト区分ID
10.最終送信先ID

２．メッセージ別の階層構造概要
集計表作成データ（出荷梱包紐付けあり）
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ＳＢＤＨにはデータ整合性
に関する項目をマッピング

①ＳＢＤＨ

送信単位
（メッセージに付属）

②メッセージ情報 11.メッセージ識別IID、12.送信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、13.最終受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ
  14.直接受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 15.取引数

1.送信者ID
2.送信者ID発行元
3.受信者ID
4.受信者ID発行元
5.バージョン

6.インスタンスID
7.メッセージ種
8.作成日時
9.テスト区分ID
10.最終送信先ID

③発注ヘッダー
＜発注者＞

④取引ヘッダー
＜取引＞
 取引番号（発注・返品）
 取引付属番号

 ＜直接納品先＞
＜物流関連指示＞  ←「指定納品時刻」

⑤明細
＜取引明細＞

取引明細番号（発注・返品）
取引付属明細番号

＜商品＞
売単価(任意）

＜発注単位＞ 
＜受領数量＞

＜最終納品先＞
最終納品先コード
最終納品先名称

＜物流関連印字内容＞
＜店舗売価＞

店舗売単価（任意）
＜店舗受領数量＞

２．メッセージ別の階層構造概要
集計表作成データ（受領）

繰り返し

繰り返し

繰り返し

繰り返し
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２．メッセージ別の階層構造概要
受領訂正メッセージ

ＳＢＤＨにはデータ整合性
に関する項目をマッピング

繰り返し

③発注ヘッダー
＜支払企業＞
＜発注者＞

④取引ヘッダー
＜取引＞

 取引番号（発注・返品）
 取引付属番号

＜直接納品先＞
＜最終納品先＞
＜計上部署＞
＜請求取引先＞
＜取引先＞
＜取引内容＞
＜取引合計＞

⑤明細
＜取引明細＞

取引明細番号（発注・返品）
取引付属明細番号

＜商品＞
＜商品規格＞
＜カラー＞
＜サイズ＞
＜原価＞
＜売価＞
＜税額＞
＜訂正数量＞（バラ）

送信単位（メッセージに付属）

繰り返し

①ＳＢＤＨ

繰り返し

②メッセージ情報 11.メッセージ識別IID、12.送信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、13.最終受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ
  14.直接受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 15.取引数

1.送信者ID
2.送信者ID発行元
3.受信者ID
4.受信者ID発行元
5.バージョン

6.インスタンスID
7.メッセージ種
8.作成日時
9.テスト区分ID
10.最終送信先ID
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２．メッセージ別の階層構造概要
POS売上メッセージ

ＳＢＤＨにはデータ整合性
に関する項目をマッピング

送信単位
（メッセージに付属）

1.送信者ID
2.送信者ID発行元
3.受信者ID
4.受信者ID発行元
5.バージョン

6.インスタンスID
7.メッセージ種
8.作成日時
9.テスト区分ID
10.最終送信先ID①メッセージ情報 11.メッセージ識別IID、12.送信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、13.最終受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、

14.直接受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 15.取引数

②ＰＯＳ売上メッセージヘッダ

＜取引先＞

③集計期間

④販売場所

＜販売場所情報＞

＜販売場所営業情報＞

＜買上客数＞

⑤POS情報

＜POS情報＞

⑥販売商品情報

＜商品分類＞

＜商品コード＞

＜部門コード＞

＜商品属性＞

⑦販売実績情報

販売形態区分

＜原価／売価等＞

⑧取引実績情報

取引実績区分

＜数量／金額＞

⑧分析情報

分析情報区分

＜分析数値＞

①ＳＢＤＨ

繰
り
返
し

繰
り
返
し

繰
り
返
し

繰
り
返
し

繰
り
返
し

繰
り
返
し

繰
り
返
し
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２．メッセージ別の階層構造概要
値引・値引依頼メッセージ

ＳＢＤＨにはデータ整合性
に関する項目をマッピング

繰り返し

③発注ヘッダー
＜支払企業＞
＜発注企業＞

④取引ヘッダー
＜取引＞

 取引番号（値引）
 取引付属番号

＜計上部署＞
＜請求取引先＞
＜取引先＞
＜取引内容＞
＜値引取引合計＞

⑤明細
＜取引明細＞

取引明細番号（値引）
元取引番号／明細番号
＜商品＞
＜商品規格＞
＜カラー＞
＜サイズ＞
＜値引単価＞
＜値引金額＞
＜税額＞
＜値引数量＞
＜譲渡年月＞

送信単位（メッセージに付属）

繰り返し

①ＳＢＤＨ

繰り返し

②メッセージ情報 11.メッセージ識別IID、12.送信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、13.最終受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ
  14.直接受信者ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 15.取引数

1.送信者ID
2.送信者ID発行元
3.受信者ID
4.受信者ID発行元
5.バージョン

6.インスタンスID
7.メッセージ種
8.作成日時
9.テスト区分ID
10.最終送信先ID
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